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モ ル モ ン経 は人 間 とその本性 に 関す る最 もす ぐれ た研 究書
のひ とつ で ある とい うのが，私 の持 論 であ る。

そこに描 か れて い るの は人 間の本性 の両 極端 で あ り，一

方 は霊 的に秀 でて本質 が善 良 な人 間 と， もう一方 は残 忍，

邪 悪 で権 力の欲 に駆 られ た人 間で あ る。 もちろん両極 の 中

間に位 置す る人々 もい るには い る。 しか し， このニー ファ

イ人 の記録で は，主 に仕 えて豊 か な祝 福 と正義 の報 い を受

け る人々 と，悪 の道 に従 って，ベ ンジャ ミン王 が言 うよ う

に 「身 も霊 も救 い を受 け るこ とが で きない」(モ ーサ ヤ3：

18)人 々 の こ とが お もに語 られて い る。

私 はモル モ ン経が， イエス ・キ・リス トが人類 の 瞭い主，

救 い主 で ある こ との第二 の証 人 として 強調 されて い るこ と

に全 く賛同す る。実 際， 十字架 に つけ られ， その後復 活 さ

れたキ リス トを証 す るのに， ア メ リカ大陸 の父祖 リーハ イ

の子孫 た ちにキ・リス トが姿 を現 わ され た とい うモ ルモ ン経

の記録 に まさ る証 人ぱ ない。 また ここに， モルモ ン経 か ら

学ぶ ことの で きる実 に大 きな教 訓 のひ とつが あ るので ある。

この約束 の地 に集 まって いた群衆 は 自分 たちの前 に現 わ

れ た もうた御 方が復 活 した主 で あ るこ とに何 の疑 い も抱か

なか ったはず で あ る。 それは ，御子 の訪 れ に先 立 って，天

か ら次 の ように告 げ る御 父 の声が あったか らであ る。「わが

喜ぶ愛子 を見 よ。われ は これ に由 りてす でにわが名 の栄光

を示 しぬ。 わが愛子 に 聞け。」(mニ ー フ ァイ11：7)

さ らに救 い主御 自身， み手 を広 げ なが ら， 次の ように言

葉 を続け てお られ る。「見 よ，わ れは イエ ス ・キ リス トな り。

予 言者 らが この世 に来 る と証 をしたるその者な り」(IIIニ ー

フ ァイ11：10)と 。

御 自身が主である証拠 として， その御方は目の前に伏 し
あばら

てい る群 衆 に向か い， 「汝 らが 肋 に そ の手 をさ し入れ， わ

が手 足に あ る釘 あ とに触 れて， われ が イス ラエ ルの神 に し

て全世 界 の神 な るこ と， またわ れが世 の 人の罪 を負 う噸て一

度 殺 され た るを知 るため に起 ちて われに近づ け」 と言 われ

た。'

ニ ーフ ァイ第三 書 の記録 は さ らに こ う続 いて い る。

「そ こで群 って い る人 々は近 よって その手 をイエ スの肱

に さ し入 れ， またイエスの手 足 にあ る釘 あ とに触 れた 。……

人 は各 々み な近 よって親 し くこれ を見， 親 し くこれに触

れ たか らみな一せ いに よばわって，『ホザ ナ よ。 い と高 き神

の御 名 を讃 美す』 と言 い， イエ ス の足下 に ひれ 伏 してイエ

ス を拝 しだ。」(IIIニ ー ファ イ11：15-17)

何 と輝か しい光 景 で あった こ とか 。 ここに描 かれ てい る

情景 は，聖典 中で も屈 指 の崇高 な もの であ る。 その群衆 の

中 にいて天 か ら下 って くる復 活 され た主 を 目に した人々 は，

いか に幸せ で あ った こ とか。 この よ うな霊 的 な経験 は， 神

と人 との交 流の 歴史 で他 に類 を見 ない。

しか し，私 た ちは この数 節 に感銘 を受 けて心 を奪 われ，

劇 的 な この場面 か ら最 も大切 な教訓 を見逃 さな い とも限 ら

な い。

それは， この恵 まれ た群 衆 に 目 を向 けて，彼 らが 南北両

方 の土地 に住む おび ただ しい人数 の民 に比較す れば ご く少

数 であ った こ とを認 め る こ とか ら始 まる。ほか の人 々は ど

こに いたのだ ろ うカ3。彼 らの 身に は何が 起 きたのだ ろう。

この光 景 を目撃 す るの を許 きれ るのは どうい う人々 だ った

の だ ろ っか。



祝 福 された 人々が どん な人々 であ ったか は，ニー フ ァイ

第三 書か らわか る。彼 らは 「命 を助け られ た」ニ ーフ ァイ

の民 と 「命 を助 け られた」 レーマ ン人 で， 「大 き な 恵 み を

受 けて その頭 の上 に大 きな祝 福 を授 け られ」 た人 々で あっ

た。 そ して 「キ リス トは天 に昇 りた もうてか ら，す ぐに こ

れ らの 人々に確 に現 われ た まい， 自分 の体 をかれ らに示 し

て祝福 を施 したもうた」(IIIニ ー ファ イ10：18-19)の で あ

る。

繰 り返 し言われ て いる 「命 を助 け られ た」 とい う言葉が

鍵であ る。彼 らはニー フ ァイ人 とレー マ ン人の子孫 で あっ

たが， さ らに ど うい う人々 であ っただ ろ.うか 。次 の箇所 に

その答 えが あ る。

「この時 命 を助 け られ た者 たちは
， 民の 中で最 も正 しい

者たちで予 言者 らを受 け容 れ，石 でこれ を撃 たず， また聖

徒 らの血 を流 さなか った者 た ちで ある。 これ らの者 は命 を

助 け られて地 の 中に沈ん で埋 まるこ ともな く， 焼 け死 ぬ こ

ともな く，圧 しつ ぶ され て死 ぬ こ ともな く，旋 風 のために
けむ り

吹きさらわれ ることもな く，姻の霧 または暗黒の霧のため

に息が絶 えることもなかった。」(IIIニーファイ10：12-13)

特 に次の節が大切である。
「さてこれ を読む者は， よ くその意味 を会得せ よ。聖文

を持 っている者はよ くそれを研究 して，以上に述べてある

火と姻 と大風 と旋風 と，人や財産 を落 し入れて埋め る地の

裂け 目とによって起 った死 と破壊 は，みな多 くの聖 い予言

者 らの予言の通 りに起 ってその予言を成就する者 であるか

どうかを調べてみよ。」(IIIニーファイ10：14)

事実， この惨禍 は， モルモ ン経の予言者たちが繰 り返 し

予言してきた通 りの出来事であった。滅亡 した数 多 くの町

についての 「神のみ言葉」か らすれば，悪い人々が滅びて

「民の中で最 も正 しい者たち」 が命 を助 けられたと推測で

きる。

このような話が，モルモン経に載 っている。この一大聖

典 を歴史書 として見るならば一 私は歴史書だと思 うが

これは西半球 で盛衰 した文明の叙事詩である。民は義 しく

主 を拝 していたときに文明の極みにまで到達 し，義に背を

向けたときに，戦争や騒乱に よって滅びの道に足を踏み込

んだのであった。

これが， モルモン経か らわかる人間の本性である。ベン

ジャ ミン王はこれを理解 し，民にも教えようと努めている。

彼は最後の説教でこのよ うに語っている。
「肉欲に従 う人は神 の敵であって，アダムの堕落 してこ

の方そうであるご しか し，人が もし聖霊の導 きに従い肉欲
輯に従 うこ とをすてて主キ リス トの身代 りの腰罪に由

って聖

徒 とな り，幼児のように従順 で柔和で謙遜で忍耐で愛情に

・富み，幼児がその父に従 うように，主が負わせ たもうすべ

てのことに喜んで服従 しないな らば， とこしえに神の敵 と

なるであろう。」(モ ーサヤ・3：19)

ベンジャ ミン王は徳高 い人を幼児になぞらえたが，それ

は決 して柔弱な人間にな りなさいという意味ではない。モ

ルモン経に登場す る偉大な予言者や指導者や軍の司令長官

たちは，最 も信仰篤 く， 熱心 に主 を礼拝 す る人々で あった。

彼 らは常 に神 の導 きを求 め， 主 と交 わ った。 その よ うな義

に従 った父祖 リーハ イ と息子 のヤ コブ， その 息子 の イノス

に至 る3世 代 の予 言者が 時 の絶頂 に.主が 誕生 され る何百年

も以 前に，実 際 に救 い主 の姿 を見， み声 を聞 く恵み を得 た

こ とを私 たちは モル モン経か ら知 るb

モ ルモ ン経 か ら得 るひ とつ の大切 な教訓 は，ーイ ノスの体

験 であ る。つ ま り， 主 の戒め に従 って い る義 人は心 を込め

て祈 り続 け るな らば，主 を見 いだす とい うこ とであ る。 イ

ノスは こ っ記 録 して いる。

「さて
，私 は 自分 の 罪 を赦 され よ う として，一心不 乱 に

神 の御 前 に祈 ったこ とにつ いて あなたた ちに話 を しよう。

ごらん，私 の父が永 遠 の生命 と聖 徒 の幸福 につ いて教 えた

言葉 を度 々聞い たのが私 の心 に深 くしみ こんだ。 そ こで私

は 自分 の心が 飢 えるの を覚 えて，私 の造 り主 の御 前にひ ざ

まず き， 自分 の身 と霊 の ため に一心 こめ て祈 りかつ願 った。

私 は本 当 に一 日中神 に祈 り，夜 に なって もまだ私 の声が天

に とど くほ ど大 きな声 で祈 った。す ると一つ の声 が聞えて

『イ ノス よ
， 汝の 罪はす でに許 され たれば 汝は祝福 を受 く

べ し』 と仰せ に なった。私 イノスは神 が必 ず偽 を仰せ に な

らな い こ とを知 ってい たか ら，私 の 罪はす でに これで取 り

消 された のであ る。」(イ ノス2-6)

イ ノスが何 の 罪に対す る赦 しを願 ったのか わか らないが，

一番 大 きいのは疑 いの気 持 ちだ ったの ではな いか と思 う
。

も し主が返 答 され る前 に イノスが祈 りをや め ていた ら， イ

ノスは ど うな ったで あろ うか 。 、

イ ノス は， 主 の勧 告 に従 って家族 を引 き連 れてエルサ レ

ム を出て，神 に導 かれ なが らこの約 束の地 に 人々 を導 き入

れ た父祖 リーハ イか ら3代 目の予 言者 であ った。 リーハ イ

自身 の家族 は主 に義 し く仕 え よ うとした人々 と， 神 に背 を

向け てル シフェルの誘 い にの った人 々のふ たつに分裂 した。

その対 立 はあ ま りに激 し く， リーハ イの死後す ぐに，義 人

ニー フ ァイの家族 と彼 に従 う人々 が身 の危険 に迫 られ て新

しい土地へ逃 れ なけれ ば な らな いほ どであ った。そ の とき

あ とに残 った者 は， 不正 なレーマ ン とレ ミュエルに率 い ら

れ て神 の敵 とな った。 この分 裂 は， ニー ファイの時代か ら

予言 者モ ロナ イが 記録 をクモ ラの丘 に埋 め る ときまで， モ

ル モ ン経 のほぼ1千 年 間 に尾 を引い てい る。

こ こで もうひ とつ， イ ノスの書 か ら人間の性 質につ いて

学ぶ こ とがあ る。サ タ ンは悪 の道 に 人 を引 き入れ よ うとす

る仕事 に さ じを投 げ る と思 って はな らな い。 また， ニー フ

ァイに従 った人 々が容 易 に信 仰 を保 って い られ た と考 えて

はな らない。ニ ー ファ イの甥 の イ ノスは， その民につ いて

こ っ言 ってい る。

「ところがニ ー ファ イの民は土 地 を耕 して もろ もろの穀

類や 果物 を作 り， 多 くの羊 の群や いろい ろな牛の群 を飼 い，

また 山羊や 野 山羊や 多 くの馬 を飼 った。」 こ こに， ニー フ

ァイ人 の繁 栄 の様 子 が うか が え る。 しか しイ ノスは こう告

げて いる。'

「私 たちの 中で働 いた予 言者 は非常 に数が 多か ったが
，

391
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民はその心がかた くなで解 りが悪か った。それであるから

非常にきびしく教えることと，戦争不和滅亡についての説

教や予言をす ることと，死，永遠の来世，神の裁判および

神の能力などをたえずかれらに思い起させ ることと，包み

か くさず語 ることのほかにかれらが速に亡びるのを止める

方法はなかった。それであるから， このようないろいろな

方法でかれらをはげまし常に主をおそれ敬 わせ るのである。

私が，かれらについて書 きのせ るこ とは以上の通 りである。

私は生涯の中にニー ファイ人とレーマン人 とが戦 うのを見

た。」(イ ノス21-24)

モルモン経の話の典型が， ここにすでに見 られる。一応

義 しいとされる人々の間に も，かた くなで主の道を聞いて

も理解しない人々がいたというのである。たとえ義人で も

繁栄 して誇 り高 く自分本位にな り，祝福 を与えて下 さった

御方 を忘れた ときに，このようなことが よく起 きている。

その典型的な例が，先ほ ど述べた復活 した主の来訪に先

立つ10年 間に西半球の民に起 きたことである。ニーファイ

第三書の初めの数章 には，ガデアントン強盗団 としてよく

知 られている 「ガデア ントン秘密結杜」にニーファイ人が

勝利を収めたことが記録されている。主は正義に従 ったニ
ーファイ人の指導者たちを導いて勝利 を得させ，その結果，

ニーファイ人は非常 に悔 い改めたのであった。

ニーファイ人は敵 を負かす と，喜んで主に加護 を祈 り，

「一同歌い出 して神 を讃美 した。」 また，「神が大 きな恵み

を垂れて……か ら，多 くの涙 を流すほどの喜びが胸に満ち

た。」(IIIニーファイ4：31，33参 照)

彼 らは心か ら悔 い改めたようであった。だれ もが，予言

者が真理 を語っていることを認めた。「また予言者たちの言

葉通 り多 くの しるしが現 われているか ら，すでにキ リス ト

が確に降臨 した もうていることを知 り……かれ らの罪や憎

むべ き行 いやみだらな行 いをことごとく捨てて夜昼熱心に

神に仕 えた。」(IIIニーファイ5：2，3)

民の悔い改めは非常に大 きく，牢屋に行って，捕虜にな

っていた大勢の強盗に福音 を宣べ伝え，悔い改めてもう決

して人を殺さない と約束 した者 を釈放 したほどであった。

ニーファイ人は敵 によって追われた元の町に帰 り，ある町

を修復 し，またある町 を再建 した。さらに彼 らは町 と町 を

つな ぐ道路を数々造 り，「栄 えて偉大 な者 とな り始めた。」

キリス ト生誕後の25年 頃のことである。聖典 には，「それ

であるから，国内の人民が罪悪に陥 ることさえなければ，

その繁栄がつず くの を妨げるものは一つ もなかった」(IIIニ
ーファイ6：4

，5)と いわれている。

何度も繰 り返 してきたこ とであ りなが ら，民は繁栄の誘

惑 を耐えることができなかった。聖典には，復活 された主

が現われる5年 前の出来事が，次のように記録 されている。
「ところが第二十九年になる と，国民の中に多少の争い

が起 り，中には非常 に富んでいるか ら高ぶって大言 を吐 く

者があ り，ついにひどい迫害 をさえ起す ようになった。……

民はついにその財産 と学問を修める便宜の多少 とによって

階級に葦別 をつけ始めた。国民の中のある者は貧乏のため
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に学問がな く，・他の者は富 があ るか ら多 くの学 問 を修 め

た。」(IIIニーファイ6：10，12)

短期間に高ぶる者 とへ りくだる者が生 まれ，国に不平等

が著 しくなった。そのために，「真の教えを信仰する僅のレ

ーマン人の教会 を除いて，全国の教会はみなつぶれてしま

った。」(IIIニーファイ6：14)・

この不平等の原因ははっき りと告げ られている。原因は

こうであった。「サタンが民の心 を煽動 してあらゆる悪事 を㎏

させ，高ぶ らせ，その心 を誘って権力 と威勢 と財産 とこの

世の空 しいものを負らせ ることに非常に力があったか らで

ある。 このようにサ タンが民の心 をまどわ し，民にあらゆ

る悪事 をさせたか ら民が平安 を楽 しんだのは僅に数年に過

ぎなかった。」(IIIニーファイ6：15-16)

以上の幾つかの例か ら，モルモン経か ら得 られる大切な

教訓がおわか りいただけた と思 う。この素晴 らしい書物か

ら，主に仕えて神の王国を建設しようとする義人に大きな

祝福 の伴 うことがわか る。偉大 な町や文明は正義の原則の

上に建てられること，そして国民の間に悪が満 ちるとその

町や文明の崩壊す ることがわかる。また，.たとえ迫害 され

て も，主に仕 えようと努める人々を主が祝福 されるこ と，

さらに人は聖霊の力を求 めてそれを得ない限 り，神の敵 と

なるのがその本性であることがわかる。

また，悪に陥る原因に高慢，富，不正な支配，階級差別，

利己心，権力欲 などがあることもわか る。一方，義人が義

人 としてあるためには，信仰 と神 との絶 えざる交流，指導

者に従 う気持 ち，神あみ旨どみこころに従 う謙遜さなどの

大切 なことがわか る。
『他の聖典 も同様だが

，モルモン経か ら学ぶ最 も大切な教

えのひ とつは，神の予言者が予言した出来事は必ず起こる

ということである。これらの聖い人々はイスラエルの聖者

に代わって語 るのである。私 たちは，予言通 りに義人に注

がれた豊かな祝福 と，悪人 を見舞 う悲惨な滅亡 を目にして

いる。

このことから，主が大きな祝福 を約束 する， あるいは滅

びが迫ると言ってお られるその意味がわかるのである。

モルモン経を読み，学んでこのような知識から力を得る

とき，私たちに，現代 を生 きるためのより良い準備ができ

るのである。私たちを取 り巻 く環境は，ニーファイの民が

直面 していた状況 と大 して違 ってはいない。モルモン経を

持っている私たちは幸いであ り，モルモン経の読書 と研究

をさらに続けるときに，恵みは倍加す るのである。しか し

その祝福は，霊感によって記されたこの書物か ら学んだ教

訓 を実践 してこそ もたらされるのである。教訓は数々ある。

私が触れたのはその中のほんの一部に過 ぎないが， しか し

大切な教えである。

私はモルモン経を愛 し，モルモン経 と，私の人生に及ん

でいるこの聖典の影響 に感謝 している。従 って， この聖典

が私たちの主であ り救 い主であるイエス ・キリス トか らさ

らに大いなる祝福 と承認 を得るひ とつの手だて となるよう

に祈 るものである。
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マ ヤ文明 の探 検家 ジ ・ン ●・イ ド ・

スチー ブンスは;1841年 に 出版 し

た著書 「中央 ア メ リカ，チ パ ス， ユ カ

タンの旅」の 中で， 古代 ア メ リカ文 明

の神秘 を初め て広 く世 の 人々に紹 介 し

た(ジ ェーム ズ ・S・ パ ッカー 『ジ ョ

ン ・ロイ ド・スチー ブン ス とマヤ遺 跡』

「聖徒 の道」1977年6月 号pp
.282-83)。

こ の書 物 を手 に入れ た ジ ョセ ブ ・ス ミ

スは， 非常に 感激 し， 次の ような言葉

を残 して いる。「この ような素 晴 しい証

拠が世 にあ って私た ち を助 けて くれ る

こ とは， 実に大 きな喜 び であ る。 ……

わずか12年 後 に， これほ ど明 白に モル

モ ン経 を証 す る ものが 出 よ うとは だれ

が 想像 で きた で あ ろ うか 。」(丁 珈es

α認Seαsoηs，1842年9月15日pp.914-

15)

さ て，予 言者 ジ ョセ ブは全 く知 らな

か った こ とで あるが， これ よ り3世 紀

も前に，新 大陸 に到着 した スペ イン人

は，ア メ リカ ・イ ンデ ィア ンの起源 に

関す るべ一 ル をはが そ うとや っ きにな

ってい た。 彼 らは古代都 市 の遺 跡 では

な く， 原住 民の伝 説 にその答 え を求 め

よ うとした。彼 らの働 きを， モル モン

経が教 えてい る・事柄に 照 ら して評価 し

てみ ると興 味深 いで あ ろう。

スペ イン人は， 西半球 に全 く異質 の

民が い るこ とを発 見 した。 そこで 当然

の こ となが ら， スペ イ ン入は彼 らの先

祖 に興味 を持 つ こ ととな った。そ して

数 人の 兵士 とカ トリックの宣教 師 たち

が， 原住民 の古文 書 を調 べ た り， イン

デ ィア ンに直接尋 ね た りして， 古代 ア

メ リカの歴 史 を調 査 した。 しか しそ っ

した彼 らの調 査結 果の ほ とん どが，2

世 紀以 上 も日の 目を見 る こ とな く， ヨ

ー ロ ッパの 記録庫 の 中で ち りに埋 もれ

て いたの であ る。「モ ルモ ン経 」が翻訳

され てい た当時，.古代 ア メ リカに関 す

る英語 の文献 は何 ひ とつ な く， また ス

ペ イン語 で もご くわずか しか なか った。

16世 紀の スペ イ ン人は， 古代 ア メ リ

カの伝 説か ら何 を学 んだ のであ ろ うか。

海のか なた の地 が新世 界の民の先祖 の

故郷 であ る と告 げて いる伝 説は， スペ

イ ンのユ カ タン征服 時 まで何 世紀 もの

間語 り継が れて きた資料 として，最 も

信頼 で きる もの のひ とつ で ある。

コロ ンビア時代 前の様 々 な伝 説に は，

大洋 を渡 って きた移 民 に関す る ものが 覧

多い。 スペ イ ンの征 服 を受 け る以前，

初 め て コルテ スに会 見 したモ ンテ スマ

は， ア ステ カ族 の起源 に関す る疑問 を

提 起 し， スペ イ ン人 とア ステカ族の関

係の重要 性 を説 い た と言われ てい る。

その模 様は， コルテ スが カルロ ス5世

に宛 てた2度 目の書簡 の中に モ ンテ ス

マの 言葉 として次の よ うに記録 され て

い る。

「我 々の 先祖 の告 げ るところに よ る

と，我 々 はは るか か なたの一ヒ地 か らや

って来た移 住 者です。 また，先 祖が 忠

誠 を誓 った主に よって この地 に導か れ

た こ とを， 我 々は知 ってい ます 。後 に
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モ ンテスマ と会 見す るコル テ ス。 スペ イン人 は， ア メ リカ大 陸 およ

びア ステ カ族 に関す る知識 は皆無 で あった。 ア ステ カ族 の伝説 に よ

る と， この部族 は，偉 大 な王 に導 かれ てア メ リカ大陸 に や って来 た

と言 フ。
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この御方 は故 国にお帰 りにな りま した。

……我 々は， いつ の 日か その子 孫がや

って来 て この地 を治め る よ うにな る と

信 じて きま した。 あな たが 日の 出ず る

国か ら来 られ た御方 で あ り， また偉 大

な る主 があ なた をこの地 に送 られ た と

い う話 か ら， その御 方 が まさ し く主 で

あ るこ とを我 々 は確 信 してい ます 。」

(エ ルナ ン ・コル テ ス，Cαπα3ッ 面c一

π況eη孟03「書 簡 と文 献」p.59)

モ ンテ スマ の言 葉は， 長年 に わた っ

てイ ンデ ィア ンの過 去に関す る資料 を
にし

収集 して きた数 人の カ トリッ クの神 父

に よ り立証 されて いる。 スペ インの宣

教 師で あ り著作家 で もあ った ラン ダ，

デュ ラン， サー グン， トルキマ ダの4

入 は，無 償で一 生 懸命に探 求 を続 け た。

しか し， 当時 彼 らの働 きにつ いて知 る

人は ほ とん どなか った。 その ような中

でた だひ とつ フア ン ・デ ・トル キマ ダ

が執筆 した 、Mαηαγ¢痂α1η読αηα(「イン

デ ィアナ ス王 国 史」)のみが ，彼 の生前

に 出版 されて い る(1615年)。

フ ランシ ス コ派 の神 父 で あった フア

ンは， トトナ コ語 を学 んだ後， 原住民

に 関す る情 報 の収集 を始 め た、彼は主

に 原住 民 の古文 書， 特 にテ スコ コの文

書 に収 め られた メキ シ コの歴 史に基 づ

いて書物 を著 し， 民俗 学 的資料 につ い

て 直接証 を述べ て い る。

もうひ と り， フ ランシス コ派の神 父

ベ ルナ ル ジ ノ ・デ ・サー グンは，60年

の年 月 を費や してア ステ カ文 化に関 す

る資料 を収集 し，12冊 の書物 を著 した。

彼は幾 つか の原地 語 を学 ん だばか りで

な く， 大勢 の物知 りのイ ンデ ィア ンに，

古 代 の絵文字 の解 釈 を依頼 して い る。

サー グンは，船 で大 洋 を渡 って メキ

シコに上陸 した集 団が ふ たつあ る ど語

って い る。 その ひ とつ の集 団 ウア ステ

カに つ いては， 次の よっに記 してい る。

「船 で大洋 を渡 り， …… メ ヒコ と呼ば

れ る地 に到着 して，定住 した人々 。」(ベ

ル ナ ル ジ ノ ・デ ・サ ー グン，Geπeγ αZ

伍3孟0γッ0∫ 孟んeTん`π9SO∫N卿Spα 加

「新 スペ イ ン概 史」 第10巻
，p.185)

も う ひ とつ の集 団 メ ヒカにつ いて の

記述 を見てみ よう。「は るか昔 に，最初

に この地 にや って来た 人々，… … この

地 を治め るため に船 で海 を渡 って来 た

彼 らは，方々 に 入植 した。」(同..1二p.190)

トル キマ ダ とサ ー グンの記述 は基本 的

な点で は類似 してい るが， 細か い点 に

多少の違 い も見 られ る。 しか しいず れ

に して も， これ までに挙 げ た3つ の 引

用文 か ら，大 洋 を渡 ってア メ リカ大陸

に到来 した 人々 に関す る貴重 な情報 が

得 られ るこ とは確 か であ る。

ベル ナル ジ ノ神 父は また，古 代の ト

トナ コ族 に関す る記述 の 中で昔 の 白人
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種 につ いて次の ように言及 して いる。

「男 も女 も皆
， 白い、はだ を して， 目鼻

だちが整 い， 容姿端 麗 であ る。」(同 上 ，

第3巻 ，p。202)

コ ロ ンビア時代前 の 白人に 関す る話

は， 南ア メ リカに もあ る。 ボ リビア の

テ ィア ウアナ コ近 くに住 む コジャ イン

デ ィア ンは， シエサ(ス ペ インの歴 史

学者，1518-60年)に ， イ ンカ帝 国 の

興国前 に この地 方 に住 ん でい たあ ごひ

げ をはや した 白人た ちが， ふ た りの王

のひ とりと戦 い を起 こ して全 滅 した，

とい う話 を語 った とい う。「チチ カカ湖

に行 った コジャイ ンデ ィア ンの ひ と り

がその湖 の最 も大 きい島で， あ ごひげ

をはや した 白人たちが王 に皆殺 しに さ

れるの を 目撃 した。」(ペ ドロ ・デ ・シ

エサ ・デ ・レ オ ン，Tゐ ε血cα3.「イ ン

カ」p.273)

ま た シエサ は， テ ィア ウアナ コか ら

北西 に800キ ロほ ど行 った所 にあ るペ

ルー の ウア リと呼 ばれ る地 の遺跡 を調

べ， その文明 がイ ン カ文 明 とは別 個 の

もの であ る とい う結論 を出 した。 その

文明 を築 い た人々 につい て地 元 の イン

デ ィアンに尋 ねた とこ ろ， イ ンカ人 よ

りもず っ と以前 に そこに住 んで い たあ

ごひげ をはや した 白人た ち， と言 う答

えが 返 って きた か らで あ る。(同 上

P.123)

1572年 にユ カ タンー 帯 を管 理す る司

教 となったデ ィエ ゴ ・デ ・ラ ンダは，

マヤの書物 を収め た書庫 を公 然 と焼 き

払った こ とで最 もよ く知 られて い る。

しか し一方 で，古代 の マヤ族 に関 す る

重 要な記述 を残 して いる。 その 中には

マヤ族 の先祖 に関 す るユ カタ ンの興 味

深 い伝説 につ いての記録 もあ る。

「ユ ガ・タ ンに住 む一部 の老 人の話 に

よると， この地 にはかつ て，神 の み手

に よ り大海 が開か れて で きた12の 道 を

通 って東方か ら逃 れて きた 人々が住 ん

でいた とい う先祖伝 来 の言伝 えが あ る

とい う。 これが事実 で あ る とす れ ば，

イン ド諸 島の住民 はすべ て ま ぎれ もな

くユ ダヤ 人の子孫 とい うこ とにな る。」

(ア ルフ レ ッ ド・M・ トッザ ー，Lα η面 智

Rα1αCε0η4eZαsCα3αsdey口 πCα置αη

「ユ カタン誌」 第18巻
，pp.16-17)

ラ ンダは， この話 が正 しけ れば，マ
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ヤ 族 の先祖 はユ ダヤ 人で ある， と結 論

づ け てい る。 それは， その話 がエ ジプ

トか らの イス ラエ ルの 脱出 に似 て い る

と考 えたため で あ った。 また， も うひ

と りの神 父デ ィエ ゴ ・デュ ランは， 旧

約 聖書 に登場 す るヘ ブ ライ人 とア メ リ

カ大陸 の原住 民 との類似 点 を書 き残 し『

てい る。遠 い昔 の イ ンデ ィア ンの複雑

な起源 に メス を入 れたデ ュ ランは，ヘ

ブ ライ文化 とアス テカ文化 の間 に， 多

くの類似 点が あ るこ とを発 見 した。以

下 にそ の幾つか を紹 介 しよ う。

まず，創 造 とバ ベ ルの塔 に関す る話

が，両 方 の文化 で同 じよ うに語 り伝 え

られ て い る。(デ ィエ ゴ ・デ ュラ ン，

孟2置ec8rTんeHε5置0γ ッ0μ んε血伽SO/

NθωSpα 珈 「ア ステ カ ：新 スペ イ ンの

インデ ィア ンの歴 史」pp.4-5。 創 世

1，11：1-9参 照)

ま たヘ ブラ イ人 もア ステ カ族 も 「神

の選 民 であ り， 荒 野に おけ る厳 しい長

旅 を耐 え抜 いて各 々の約 束 の地 で あ る

カナンお よび メキシコの 谷に到達 した。」

(デ ィエ ゴ ・デ ュ ラ ン，Bo醜0ノ 置舵

God3α η紘R漉3「 神 々 と儀式 の書 」。民

数14：33-34参 照)

また アス テカ族 は， イス ラエル の民

を安住 の地 ぺ導 い たモー セに似 た人物

に 関す る話 を次 の よ うに伝 えてい る。

「イ ンデ ィア ンの 問に は
， 多 くの 人

々 を集め て迫害 か ら逃 れ る よ うに彼 ら

を説得 し， 彼 らを安住 の地 へ導 いた偉

人 に関す る言伝 えが あ る。 …… 彼が海

辺 に行 って，手 に持 って いたつ えで海

の水 を動か す と， 海が 開け て， 彼 とそ

の一行 は海 を渡 る こ とが で きた 。 とこ

ろが これ を見 た敵 が彼 らの後 を追 って

同様 に海 を渡 ろ う とす る と， 水 が戻 り，

敵 は海 の もくず と消 えて し まった。」

デ ュ ランは また， このふ たつ の民族.

に それ ぞれ伝 わ って い る重大 な挿話 に

つい て も記録 してい る。

「彼 らが あ る丘 で野宿 を して いる と
，

恐 ろ しい地 震が起 こって大地 が裂 け，

悪 人が その裂 け 目にの み込 まれ た。 こ

れ を見た他 の人 々は，恐怖 に震 え上 が

った とい う。 この出来事 を描 い た絵 画

を目に した私 は， 民数記 の一節 を思 い

出 した。大地 が その 口 を開け て， コラ

や ダタ ンや ア ビロ ンをのみ込 んだ とい

うあの話 を。」.

さ らに ア ステカ族 はヘ ブ ル人 と同様，

荒野 にお け る長旅 の最 中に天か らマナ

を与 え られた，と伝 えて いる。(デ ュ ラ

ン，142孟εc3「ア ステ カ」p。・4。創世14：

1-30;民 数16：.1-34;出 エ ジプ ト.

16：4-15参 照)

ア ステ カ族 の青 年 は， 旧約 の時代 の
覧齢

レ ビ族 と同 じよ うな儀 式 を神 殿の 中で

行 な って いた。両 文化 と も， あ る血 統

の一族 が祭 司の職 を世襲 し， 食物 を神

へ の捧 げ物 として献 じて いた ことはそ

の一 例 で ある。 山ば とを捧 げ物 と して

いたヘ ブル 人の儀 式は， うず らを捧 げ

たア ステ カ族 の それ とよ く似 て いる。

またい ずれ の場 合 に も， 祭司が 鳥の 頭

部 をも ぎ取 って， それ を祭壇 の傍 らに

投 じ，血 を祭壇 の周囲 に ま き散 ら して

.いる
。ヘ ブル 人が犠 牲 として捧 げ た動

物 は，一 点 の傷 が あ るこ とも許 され な

か った。(デ ュ ラン 「神 々 と儀 式 の書」

p.85，104，124，131-33。 申命18：1

-12;民 数15：1-24;レ ビ1：14 -

17;22：19-20;詩 篇106：37-38参

照)腎

これ まで に挙 げ た事 柄や その ほか に

目を見張 る よ うな類似 点が非常 に 多 く，

偶 然 の一致 と して片付 け られな い もの

が ある こ とか ら， デ ュ ランは， アス テ

カ族 が イス ラエ ルに その起源 を持つ と

確 信 した のであ る。

これ らの伝 説 はいず れ も，単 独 で確

証 を与 える ことはで きないか も知 れ な

い。 しか し両文 化 の伝説 が相 まって ひ

とつ の状 況 を見 事 に描 き出 し， 古代 に

中東か ら大洋 を越 えて ア メ リカ大陸 に

渡 って行 っ た民族 の一大絵 巻 を繰 り広

げて いるの であ る。

フ ラ ン ク リン ・S・ ハ リ スIIIラ テ

ン ア メ リ カ 史 の 博 士 号 を 修 得 。 ア メ リ

カ ン ・エ ア ラ イ ン の パ イ ロ ッ トと して

働 い て お り， テ キ サ ス州 フ ォ ー トワ ー

ス ス テ ー キ部 ア ー リ ン トン ワ ー ド部 日

曜 学 校 会 長 を務 め て い る 。
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「持 って さなよ，読んでみるか ら」

マ ー ジ ョ リ ー ・A・ マ コ ー ミ ッ ク

1925年5月 の あ る 日の.こ とで した・英 国の ロ ン ドンに あ
る鉄 工所 で， 男 た ちが コー クス炉 を囲ん でサ ン ドイ ッ

チ をば くついて い ま した。す る と入社 したば か りの ジャ ッ

クが立 ち上 が って，「僕 はカナダに何 年 もい たが こん なに ひ

どい言葉や 汚 ない話 を聞 いた こ とは一度 だ って ない よ!」

と言 い ました。

す る とひ とりが，「お前 さん，今 まで どん な仲 間 と働 いた

んだ え」 と聞 きました。

「ほ とん どが モル モ ンだ」とジャ ックは答 え ま した
。「住

んで た家 のお ば さん もモ ルモン だっ た。教会 か らは とって

も遠か ったの で，僕 は一度 も教会へ 行 った こ とは ないが ，

教会 の人た ちはみ な立 派 な生 活 をしてい たこ とは知 ってい

た。 酒は飲 まない し， タバ コはす わ ない し， 人の悪 口 も言

わ ない。」

私 の夫 が言 い ま した。 「そい つは いい ノ」 す る とジャ ッ

クは， 自分の家 に あ るパ ンフ レ ッ トを読 ん でみて は ど うか

と言 い ました。 何 で も言 われ る と断 われ ない性分 の夫 は，

「持 って きな よ
，読 ん でみ るか ら」 と返事 をし ました。

その翌 日， ジ ャ ックは夫 に5冊 の パ ンフレ ッ トを渡 しま

した。1冊 は ア メ リカインデ ィア ンにつ いて，1冊 は 「生

け る光 」 とい う題 も う1冊 は 「親 し く語 り合 お う」 とい

うパ ンフ レ ッ トで した。そ のほか のは覚 えてい ませ んが，

夫が それ を家 に持 ち帰 る と，私 は本 当に む さぼ る よ うに読

み ま した。夫 も熱心 に読 み ま した。

私 た ち夫婦 の母 は どち らも とて も信 仰心 の篤 い人 で した。

私 は英 国国教 会，夫 は 原始 メソ ジス ト教 会の家庭 で育 ち ま

した。で も夫 は幾つ か違 っ た教 会 に行 ってみて， どこ も信
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じませ んで した。私 も， 教師や 牧師 さん の 目か らみ れば と

て も変わ った子 供 で した。 いつ も， 答 え られ ない よ うな質

罰問 ばか りしてい たの です
。今 に して思 之ば，ふ た りとも，

福音 を聞 く用意 をしていたの だ と思 い ます 。私 の母 は何 も

知 らな いま まに，知 恵の言葉 に添 って私 を育 て ま した。

ジャ ッ クと私 の夫 は半 年 の間，土 曜 日ご とに， モ ルモ ン

教会 を捜 して ロン ドン中 を歩 きま した。 で も教 会は 見つ か

りませ ん で した。そ こで私 も仲 間 に入 りました。 モルモ ン

経 を読 んで， ア メ リカ インデ ィア ンの由来 を知 りたい気持

ちが しき りに したか らです 。私 は机 に向か って，1冊 のパ

ン フレ ッ トに記 されて いた カナ ダ， オ ンタ リオ郡 トロン ト

の ファ ンデー ル通 りに住 むブ リガム ・H・ ロバー ツ とい う

人に手紙 を書 きま した。 その 人 しか 手がか りが なか ったの

です。

その 朝は どしゃぶ りだっ たので， 牛乳 配達 の 人に通 りの

向 こ うの ポス トに手 紙 の投 函 を頼ん で，私 は2階 へ 上が っ

てベ ッ ドを整 え始 め ま した。す る と突然恐 ろ しい気持 ちに

駆 られ， 自分 は 間違 った こ とをしたの ではないか と思 いま

した。 そこでベ ッ ドの わ きにひ ざまず いて祈 りました。 そ

の よ うな祈 りを したの は生 まれて初 めて で した。私 は あの

よ うな手紙 を書 いて.悪か ったの な らお赦 し下 さい。 で も，

も し返事 が 来た ら自分が 真実 の教会 を知 っ た と思 ってす ぐ

に教会 に 入 ります， と主に約 束 し ました。

2カ 月が 過 ぎて，私 は トロ ン トの伝道部 秘書か ら1通 の

手紙 を受 け取 りました。手紙 に は， タル メー ジ伝 道部長 に

伝 えたの で，彼か ら一 番近 い教会 が紹 介 され， モル モン経

が 買え るで し ょう とあ りま した。 その ときの喜 び を御 想像

下 さい。夫 が帰宅 す る と私 は さっそ く飛 ん で行 って， この

吉報 を伝 え ま した。

次の 日， タル メー ジ伝道部 長か ら待 ちに待 った手紙 が届

き ました。 その手紙 は今 も覚 えの書に張 って あ ります。当

時， 教会 は ロン ドンの北部 郊外 にあ って， 私 た ちの家 は西

の 郊外 だ ったので， トテナ ムに あ るロン ドンの教会 本部 ま

ではか な りあ りま した。

翌 日は土曜 日だ ったの で， ジャ ッ クと夫 は朝早 く好天気

の 中 を， 教会捜 しに出か けて行 きま した。 ふた りは 目ざす

建 物 を見つけ ると， 夫は タバ コをふか し， ジ ャッ クはパ イ

プ を くわ えた まま， そ こに入 って行 きます 。す る とそ こで

会 ったア ン ドレ ・K・ ア ナ ス タシオン兄弟 か ら， モル モン

の信条 に反す るの で建 物 内 では タバ コを吸 わな いで下 さい

と言わ れ ま した。

夫は モル モ ン経 を2冊 買 い ました。そ れは一冊 だ と私 に

独 占されて 自分 が読 め ない こ とを承知 してい たか らで した。

ふ た りは少 しの時 間ア ナス タ シオ ン兄弟 と福音 に関す る話

をし， その ときに 日曜 日の集会 の時 間 を教 わ りま した。

私は 本 当に一生 懸命 にモ ルモ ン経 を読み ま した。 とい う

のは，素 晴 ら しい出来事 が あ ったか らです 。

その夜早速 ，ふ た りで子供 た ちを寝かせ つけ てか ら，暖

炉の両側 にそれ ぞれ陣取 ってモル モ ン経 を読 み始 め る と，

私 が1章 も読 み終 之ない うちに，部 屋 中が 光 で明か る くな

ったの です 。本 当に， 自分 も光 で 包 まれた よ うな気持 ちに

な り， 読み進 む こ とが で き ませ ん で した。私は， その素 晴

ら しい本 は真実 です と， 聖霊 が証 して い るの だ と思 い まし

た 。それが どれ位 の時 間だ ったか わか りませ ん。時間 な ど，

私 には止 ま ってい るよ うで した。や が て光 が薄 れて行 き，

私 は 自分 の愛す る書物 を取 り上 げて，先へ 読み 進み ま した。

私 たちがバ プ テスマ を受け たの はそれか ら丁度3週 間 後で

した。

一

397



☆日々の恵み

こ の 本 の 力

リ ン ダ ・L・ ス テ ー ト ン

最纈磐ξ楚膿象魍警銀蠕繋 暮襲
い ました。

私 は心 の中 で こ う返事 しま した。 「え え ， あ な た は入 る

わ!モ ルモ ン経 が 目の前 にあれ ば， 必ず 開い て読 み た く

な るわ。 そ して読 ん でみれ ば，疑 い は消 えて， 信仰 が胸 に

満 ち るこ とよ!」

私 たち夫 妻は イ リノイ州 の小 さな町 で育 ち ま した。学校

が 同 じで した し， 同 じプ ロテス タン トの教会 に通 って いま

した。で も， 子供 とはい え，私 は両親 の信仰 につ いて行 け

ませ んで した。教会 を休 ん で家 にい たい と頼 ん では， よ く

留守 番 を してい ま した。両親 は幼 児 のバプ テスマ を信 じな

か ったの で，私 はバ プテスマ を受 け てい ませ ん で した。私

は時 々 日曜学校 へ行 った り若 い人 々の集 会 に出 た りしま し

たが ， いつ も満 足で き ませ んで した。

もっ と大 き くなってか らは， ボー イフ レン ドに勧 め られ

て彼 の教会 に行 き， 夏休 み の間聖書 研究 の手伝 いを した こ

ともあ ります 。 で も，牧 師 さん と信 仰 につ いて話 を した結

果， その教会 に も自分 は入れ な い と感 じま した。私 は よ く

主 に こうお祈 りしました。 「どう して あなた の 教 会 に満 足

できないので しょうか 。 あなた の礼拝 の家 に行 って もみ た

まが 感 じられな いの です 。私 は どこが いけ ないの で しょ う

か 。バプ テスマ が受 け られ ない と思 うのは どうしてで し ょ

うか 。」何 の答 え もな く，ジレンマ に耐 え きれ な くな りそ う

なこ ともたびた びで した。 これ とい った キ リス ト教 の信仰

が持 てな い こ とに， 罪 の意識 も感 じま した。

私 は19歳 でマ イ クと結婚 し， それ以来 ，ぷ っつ りと教会

には行 か な くな りました。 そ して ク リスが4歳 ， ク リス タ

ルが2歳 の ときに， 子供 に宗教 教育 を施 す のは親の責 任 だ

と感 じて，近 所 の教 会 に通 い始 め たの です。子 供 た ちは と

ても喜 び ましたが，私 は打 ち解 け ませ ん で した。教 会 は愛

も暖かさ も感 じられず， 私 は教会 の教 え を学 ぶにつ れて，

ここが私 た ち家族 の 来 るべ き場所 だ ろ うか とまた迷 い始 め

たの です 。 それ か ら2年 して，私 たちは教会 通 い をやめ ま

した。子供 た ちか らど うして教会 に行 かな いの と聞 かれ ま

したが，私 は何 も答 え ませ んで した 。

罪の意識 か ら別 の教 会 に連 れ て行 った りもしま したが，

自分 は とて も入 れ ない と感 じて， 子供 た ち を ドアの所 に置

いた まま， 自分 は帰 つて き ま した。 そ う したあ る 日曜 日の

朝， いつ もの よ うに子供 た ちを連 れ て行 くと， 自分 は悪 い

こ とを して いる とい う気持 ちに駆 られ， もう二度 と行かせ

られ ない と思 い ま した。私 は主 に，何 が悪 いのか尋 ね ま し
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た。 しか しその ときも，答えがあ りませんでした。

その夏はずっと， 日曜 日ご とに子供たちを野山に連れ出

して，天父がお造 りになった美 しい世界を見せ，ラジオの

讃美歌 を一緒に聴 きました。けれども，これで良いとい う

気持ちにはなれ ませ んで した。夫は私ほ どに宗教心はなか

ったのですが，休暇になったら，私たちの結婚 した教会～

子供たちを連れて行 ってバプテスマ を受け させ ることを承

知 して くれ ました。 ところがいざ休暇になる と， ミシガン
い

州へ行 く代わ りにイリノイ州西部 に足が向 き，そこでノー

ブー を訪ねて，若い宣教師の車で町め ぐりをしたのです。

彼が福音を愛していることは，その顔や ほほえみから十分

に うかがい知 るこ とができました。

私たちは訪問者センターでカー ドに名前 を書いて宣教師

の訪問を依頼 し，夫はひ とりの女性の方か ら，内側に証が

印刷 してあるカバーをかけたモルモン経をいただきました。

私 たちは暖かい気持 ちを感 じて外に出ました。

車のシー トの上に置かれたその素晴 らしい本は，私 の目

を引 きつけて離 しませんでした。私は本を取 り上げ，暗 く

なって字が見えな くなるまで読み続けました。その 日か ら，

私 はその本 を手離せ な くなりました。そこに記されている

知識に飢え渇いていたのです。私 は何度 も夫に部分部分 を

読み聞かせ，その本に書いてある答えにふた りで目を見張

りました。2ヵ 月の うちに私 は本 を読み終え，書かれてあ

る教えを信 じました。

私たちは宣教師 と一緒に福音 を勉強 して，間 もな くバプ

テスマを受けました』 私は子供 日曜学校の教師の召しを与

えられましたが， しか しその責任 を果たせる自信はあ りま

せんでした。自分に教師や指導者の資格があるとは思えな

か ったのです。けれ ども天父の助けで自信を持つことがで

き，今では召 しを心か ら楽 しんでいます。素晴らしい経験

をしたことにより，いつ も主の導 きを身近に感 じることが

できるようになりました。

翌週のレッスンの準備 を終えて床に入った夜の ことです。

翌朝早 く目ざめて，レッスンの準備が まだ完全でないと感

じました。何 をすればよいかわか っていたのですが，それ

がレッスンに必要だ という理由がはっきりわか らなかった

のです。私はまだそのことをお祈 りしていませ んで した。

けれ ども， これは助けがいつ も近 くにあることを教 えて く

れる経験です とみたまがささやいたとき，私の心に暖かい

安 らか な気持 ちが感 じられ ました。準備 した以上の助けが

あって，その翌週はこの上な く充実 したレッスンができま

した。

今，私は自分たちが見守 られていることを確かに知って

います。過去に耐 え難 く感 じられる生活 も時々あ りました

が，主がある時期に私 たちを主のまことの教会に導こうと

して私 たちを見守 っていて下 さったことを，私は感 じてい

ます。私たちはとて も幸福です。そして今，私たちは再び

主のみ前に戻るために，福音の原則 を守 らな くてはいけな

いのです。



アメ リカの聖書はどこ

ジ ュデ イス ・T・ ロイズ

ア欝 鵬 織 響 儲 ：1璽謀幣 欲
か，はっきり思い出せ ません。 とにか く，何年間も宗教の

研究を続けたある日，そんな信念がかたまっていたのです。

私は子供の時からプロテスタン トの教会に通っていまし

たが，十代になってか ら，それまで勉強 してきた恨み深 い

憎悪の神 という考え方に反感 を持つ ようにな り，真理 を知

りたいということで，聖典 をもとに自分で5年 間の勉強を

始め ました。聖書 を研究すれば真実の教会がどうい うもの

かはっきりわか ると思 ったのです。
「真実の教会にはどんな特徴があるはずだろうか」 とい

うむずか しい疑問に，何か答 えが見つか るか もしれないと

考えて，図書館の本 を調べ たりもしました。 これは非常な

難問で，見つかった答えは どれも決定的な解答 を与えるも

のではありませんでした。で も，真実の教会を見分けるこ

とが できるように，その ような断片的な答 えをまとめてお

くことが大切 に思われました。私は科学や歴史や宗教や超

自然に興味を持つ人たちを捜 して，話 をしました。

その うちどうしたきっかけか，古代文明に好奇心 をそそ

られ，エ ジプ トやア メリカの ピラ ミッ ドに心を引かれまし

た。マヤ人はどのようにして暦を発明 したのだろうか。イ

ンカ帝国はどこから興 ったのだろうか。アメリカに最初 に

上陸 したのは本当に コロンブスだったのだろっか。旧大陸

と新大陸に数々の共通点が見 られ ることはた くさんの証拠

が物語る通 りでした。

私は昔の歴史書や宗教書を読んで，キ リス トはユダヤ人

だけでな く，ほかの民族に も姿を現わされたに違いないと

思 うようになりました。 また， とてもおか しなことなので

すが，私が心 を引かれたのは古代のアメ リカに住んだ民で

した。私は次第に もっと良い呼び名があればよいので

日々の恵み☆

すが 「南ア メ リカの聖書 」が 必ず あ るに違 いな い と思

うよ うにな りま した。

で も，南 ア メ リカに住 ん で いた昔 の民の記録 はあ りませ

ん で した。スペ イン人に征服 された ときに， そのほ とん ど

が焼 かれ て しま ったか らです。私 は イ ンカ人が ピツァロ を

西か ら来 るはず の大 白神 と思 い込 ん で歓 迎 した こ とに興 味

を持 ちま した。

5年 問 の研 究 を終 え よ うとす る頃， い ろいろ な本 を読 ん

だ結 果 として，私 は真 実 の教 会 が ど うい う教会 か， その特

徴 をあ げた リス トを完成 しま した。 第一 に その教会 は父 な

る神 が愛 の神 であ る と教 えて い るこ と，次 に聖 霊が信仰 と

密接 に 関わ って いるこ と， その教会 は病 気 の人や悩 んで い

る人 をいや す こ とが で きる こ と，死 後の存在 を信 じてい る

こ と，予 言の賜 の あ るこ と， 黙示録 を論理 的に説 明で きる

こ と，失 われ た10支 族 を信 じ， その集合 を待 ってい るこ と，

科学 的真理 と宗 教上 の真理 が お互 いに補足 し合 うこ と，別

の星 に も生命が 存在 す るこ とを信 じて いる こ と。真 実の教

会 の特徴 は まだ まだあ りましたが， ここに全部 はあげ ませ ん。

この 頃に な る と， 時代 の経過 と共 に聖書 の 中の 多 くの真

理 が失 われ て しまった と確 信す るよ うに な りま した。 そこ

で インカや マ ヤや アス テ カの文 明 に的 を しぼ る ことに しま

した。 また， その文 明 の文 字 を解読 さえで きたな らば，真

実 の宗教 の鍵 は そこに あ る と確 信 して いたの です 。私 な ど

よ り.博識の学 者 たちが大 勢過去 何世 紀 に もわ た って解読作

業 に取 り組 んで きた とい うのに， この私 が ど うして それ に

挑 戦 しよ うと考 えたの で し ょうか 。それ で も私 は，未解読

の文字 と古代文 字 の文献 を1冊 ずつ 買 って きて，エ ジプ ト

象形文 字の勉 強 を始 め ました。 この頃か ら，主 が私 を心 に

掛 け て下 さった のだ と思 い ます 。

私が研 究 を重 ね，「真 実 の教 会」の特徴 と思われる事柄 を

書 き出 して いた傍 ら， ひ とりの親 友に それ を話 して 聞かせ

るよ うに な りま した。私 が彼 女 に 「自分 」 の教 会の特徴 を

話す と，彼女 は いつ も， 「ま あ，それは モル モンが信 じてい

るこ と じゃな い」 とか， 「モル モ ンの教 えに似 て いるわね」

と言 うの です。 どうい うわ けか，私 は それ まで いろい ろ研

究 してい なが ら， モル モ ンの教 えに接 した こ とが一度 もあ

りませ ん で した。その数 週 間後， 私 は彼女か ら 「教義 と聖

約 」 を貸 して も らい ま した。 その本 をひ と晩 で読み終 えて，

次 にジ ェー ム ズ・E・タル メー ジ長 老の 「信仰箇 条 の研 究」

に進 み ま した。 それか ら， 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

に電話 を して，宣教 師 の訪 問 を依 頼 しました。

宣教 師 の教 えは耳新 しい こ とでは あ りませ ん で した。 自

分 で何 年 も研 究 して きて， それ らの こ とをそ っ くり信 じて

い たか らです。バ プ テスマ の面接 を して下 さった巡 回宣教

師が ニー フ ァイ第三書17章 の終 りの， キ リス トが幼 な子た

ち を祝 福 され る義 しい聖 句 を読 んだ とき，私 の 目には涙が

あふ れ ま した。そ して，私 はの ど をつ ま らせ なが ら， 「は い，

存 じて います。 キ リス トが ア メ リカ大 陸に い らっ しゃった

こ とは， よ く存 じて い ます!」 と言 い ま した。

私 は昔の 「ア メ リカの聖 書」 を とう とう発見 したのです。
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シ オ ン の 建 設
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たちはこの南米の教会で行なわれている非常 に素晴 ら私
しいみ業 を言葉 では とうて い言 い尽 くせ ない ほ どに感

謝 して いる。十二 使徒 会地 区代表 ，ス テー キ部 長， 監督，

な らび にステー キ部や ワー ド部 で責 任 を持 って働 く立 派な

方 々に，心 か らの賛辞 を呈 したい。私 た ちは， こ こに大 い

な る発展 と成長 の基礎 が据 え られた と感 じてい る。南米諸

国に教会 が 多大 の影響 を及ぼす 日を，今 か ら予見 して い る。

シオ ンのステー キ・部 が この地 に組 織 され たこ とは大 きな喜

びで ある。私 た ちは， これ らのステー キ部が数 ， 質 ともに

発展す るこ とを願 って いる。』

私 は今 日，末 日に おけ るイ スラエル の集合 とシオ ンの建

設 について お話 す るつ も りで あ る。御 存知 の よ うに主 は戒

め を破 って主 を捨 て去 ったイス ラエル を，地上 の万 国 の中

に散 らされ た。そ して現在， 主はその イス ラエ ルの失 わ れ

た羊 を呼 び集 め， 彼 らに末 日の シオ ンを建 設す る責任 を負

わせ てお られ る。

この末 日にお け るイス ラエ ル の集合 とシオ ンの建 設 は，

今 ま さに進行 中であ る。 この 大事業 の序幕 は，合 衆 国へ の

集合 と北米 にお け るシオ ンのス テー キ部 の建 設 をも って，

す でに完遂 された。 そ して今 私 たちは，世 界 各国 におけ る

イス ラエ ルの集合 と，地 の果 て にシオ ンの ステー キ部 を確

立す る仕事 に従事 してい る。 これが，現 在南 米諸 国で進 め

られて い るみ業 であ り， 私 が これか らお話 しよう と思 って ・

いる ことで ある。

今 か ら3千 年 の昔 ，主 は ひ，と りの予 言者 の 口 を通 して ，

私 た ちにみ 教 え を伝 え られ た。 この古 えの聖 人は聖霊 に促

され るままに こう語 った。「きた るべ き代 のため に， この事

を書 きしる しま しょ う。 そ うす れば新 し く造 られ る民 は，

主 をほめ たた え るで しょ う。」(詩 篇102：18)

私 た ちはその民 で ある。再 び啓示 を受 けて い る民，神 が

新 たに完全 な永遠 の福音 を授 け られた民， そのため， 私 た

ちは主の聖 な るみ 名 を とこ しえにほめ たた える。

私 た ちに伝 え られ た言葉 は，主 が 「立 って シオンをあ わ

れ まれ るで し ょう。 これ は シオン を恵 まれ る時 であ り，定

まった時 が来 たか らです」， 「主 は シオ ンを築 き， その栄 え

をもって現れ」(詩 篇102：13-16)と い う知 らせ で ある。

ここで，み た まの力に 導かれ るな らば これは私 の切

な る願 いで あるが 私 は主が シオ ンを建 設 され るさ まを，

主が シオ ン をあわ れ まれ る さま を， また私 た ちが シオ ン建

設 において期待 されて いる役割 をお 話 したい と思 う。

シオ ンの建設

.㌔ 霊 感に よ って記 された記録か ら明 らか な よ うに， シオ ン

は築 かれ る。主が栄 光 をもって現 われ る と きに， シオ ンは

'完 成 され
， 栄光 は シオ ンの もの とな る。そ の とき， シオン

はかつ ての姿 を取 り戻 す。万 物 の回復が 完 了す る福 千年 の

間，'その状 態が 続 く。 シオンは キ リス トの再 臨後 に完全 な

1姿 ・な・
しか し一方で 現在がそうだが 主は私 たちに来た

るべきことの基礎 を据える責任 を課 しておられる。私たち

には，.人の子の再臨に対して民に備 えをさせる責任が与え

られている。私たちはすべての国民，血族，国語の民，人

々に福音 を宣べ伝 えるように召 されている。栄光のうちに
まち

座 して聖なる市を再び治め る御方の再臨に備 えて， シオン

の基礎 を置き，すべてのこ とを準備するように命 じられて

い る。私 た ちは・「シオ ンに来 たれ よ・喜 びに 入れ」(「蝉 め

るイ ス ラ舌ル」 讃 美歌103番)と あ らゆ る民に呼 びかけ る

ので あ る。

シオ ン とは .・ 一

では シオン とは何 か 。 どこに築か れ るのか。 なぜ シオ ン

の壁 を建 て るのか。 どこに シオ ンの 門 とシオ ンの堅 固な塔

を置 くのか 。 シオンの 門に住む のは だれ か。 シオ ンの住 民

には どんな 恵みが注 がれ るのか 。

聖書 は実 に語 って い る。「主 はヤコブ のすべ てのす ま退・に

まさって， シオンの もろもろの 門 を愛 され る。 神の都誌 ，

あなたにつ いて， もろ もろの光 栄 あ る事 が語 られ る。・言…・・

しか しシオ ンにつ いては 『この者 も，か の者 もその 中に生

れ た』 と言わ れ る。 い と高 き者 みずか らシオ ンを堅 く立 て

られ るか らであ る。」(詩 篇87：2-3，5)

シオ ンは民 の間 に幾度 も築か れて きた。 ア ダム の時代か

ら現 在 まで，主 が御 自身 の民 を持 たれた とき， また主の み

声 を聞 き， 主 の戒め を守 る民が あ る とき， そ して聖 徒 たち

が 真心 か ら主 に仕 えた ときに， 必ず シオンは存 在 した。

聖 典 の シオ ンに関 す る最 初 の記述 は，エ ノ クとそ あ市 に

つ いてであ る。卓 越 した信 仰 と力 どを持つ この予 言者 は，

父祖 ア ダム が まだ この世 に生 きていた時代 の 人で ある。そ

の時代 は悪事 と罪悪 の世 ， 反逆 と邪 悪 の世 ，戦 い と荒廃 の

世 ，水 に よ る地球 の清 めに 向か いつ つ あ る時代 であった。

しか し， エ ノクは忠実 で あっ た。 彼 は 「主 を見」，人が人

と語 る よ うに主 と 「顔 と顔 を」相合 わせ て語 った。 主は彼

を世 に遣 わ して悔 い改め を叫 ばせ，「父 と恩 恵 と真理 に充て

る子 と， 父 と子 を証す る聖霊 の御 名 に よ りて， バ プテ スマ

を施せ よ」 と命 じられ た。 エ ノ クは誓約 し， 真理 に従 う信

者 た ちを集め たが，その民 はみ な信仰 篤 く，「主来 た りて そ

の 民 と共 に住 みた まい たれ ば，彼 ら正義 の 中に住み 」，上か

らの恵 み を豊か に受 け た。「主，その民 をシオ ン と呼 び た ま

え り。 彼 ら心 を一 に し，精 神 を一 に し，義 の住 みたれ ばな

り。 されば彼 らの 中に貧 しき者 一 人 もなか りき。」(モ ーセ

7：18)

心 に 銘記 して いただ きた い。 シオ ン とは民の こ とであ る。

シオンは神 の聖徒 た ちであ る。 シオ ンはバ プテスマ を受 け

た 人々，聖霊 を受 け た人々，戒 め を守 る人々 の こ とであ り，

義 人た ちのこ とであ る。言 い換 えれば， 啓示が告 げる よう

に， 「これ こそ シオ ン， す なわ ち 『心 の 清 き者』・なれ ば な

り。」(教 義 と聖約97：21)

まち

エ ノクの市

主が主 の民 をシオ ンと呼 ばれ てか ら，聖典 には， エ ノ ク

が 「一つ の市 を建 て， それ を聖 な る市す なわ ちシオ ン と呼
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へ り」， また， 「神 これ を とり挙 け て， 自らの懐 に受 入れ た

まい しか故 な り。 これ よ りして 『シオ ン逃 け た り』 と言 う

言葉世 に出て きたれ り」(モ ー セ7：69)と 記 されて い る。

主の民 か移 され， 天 に取 り上 け られ たのは， レ ンガや モ

ル タルの家 では な く，石 の壁 で もな く， 民で あった。 それ

は地上 の建 物 よ りもす っ と立 派な住 まいか天 に用 意 して あ

ったか らてあ る。 また， これ らの義 しい聖徒 たちか幕 のか

なたに去 った後 に も，改 宗 して正義 を願 った 人々か，神 に

よって造 られ基礎 の置か れ たその市 をあこかれ，「天 の力に

よ り捉 え られて シオ ンに入れ り。」

天に取 り上 け られた その シオ ンは， 主 か再 ひ シオ ン を伴

って来 られる福千年 の時代 に この世 に戻 って くるて あろ う。

そ して シオンの民 はやか て建 て られ る新エ ルサ レム に合 流

す るてあ ろ う。(モ ーセ7：4-69参 照)

イ ス ラエルの集合

シオ ンに関 す るこれ らの真理 の 多 くか古代 の イス ラエ ル

で知 られ，教 え られて いた こ とは， イザヤ書や 詩 篇そ の他

数 々の記録か ら明 らかて あ る。 イサヤ は特 に， 回復 の時代

に築か れ るシオ ンのステー キ部 につ いて述べ た。

よ く知 られ てい る通 り， 古代 イス ラエル の民は， 主 を捨

てて偽 りの神 々 を拝 んた ため，万 国の 民の問 に散 らされ た。

またこれ も知 られ てい る通 り， イ スラエル の集合 とは，真

理 を受 け入れ，腰 い主 を再 び正 し く知 り，良 い羊飼 い の ま

こ との群 れに 戻 るこ とて あ る。 モル モン経の 言葉 に よれは，
かえ

それ は 「神 の真 の教 会 と羊の群 に再 ひ復 され」，「集め られ」，

方々 の 「約束 の地 に住 む」 こ とてあ る。(IIニ ー フ ァイ9：

2参 照)

奥 蝶 合」 杢ρヱ湯_ふ き つ の こ とか成就 され る。

ひ とつ は， そ.うして リス トを 分の 羊 百い として選 んたゆ　　

ム』バ蛍 ア.卿瓢④一 名。を受肱 ム，こ
はみたまを官昌し一 嫉湊遠魚朱愈ゑ

受け継 きたい と原'人 ，そのような人々は，互いに強め合

い，完全 を目さして助け合 うために，集合す る必要かある

といっことである。

そしてふたつには，永遠に 日高の幸㍑烹求めゑム磁 ま，

分のために も， 雌 会鋤 し蕪 心な ら受け入れて
㌦ ㌔ 幅 隔-㎜ 　

いたはすてあ}か ・》百立 篇な齢 まま死"繍 沁

迦 卿 且繭 のな め蕊 も，.主の家の祝福 を受けられ

鋤 蟻 こゑ必要祇轟る2誌 ・誕 鄭

この神権時代の初期においては，このことか北米の山の

頂にある主の家の山への集合 を意味 したことは明 らかてあ

る。そこたけか，互いに強め合 うことのてきる大勢の聖徒

たちか集 まった場所てあったか らてある。そこにたけ，昇

栄を受けるに必要 な完全な儀式を行なう至高者の神殿かあ

ったか らてあ る。

全世界の教会

しか しなか ら，すべてのことを知っておられる御方，イ

スラエルを散 らし，今再 ひその愛す る民 を集めてお られる
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御 方 の摂 理 に よって， キ リス トの羊 の群 れか地 の果 てに ま

で広か る時代 か今や 来 てい る。 教会 は またすべ ての 国に建

て られては いな いか ， 人の子 の再臨 まてに，必 すや あ らゆ

る国 に教 会か建 て られ るて あろ う。

モル モ ン経 か告 け る通 り，末 の時代 に は 「神 の聖徒 ら」

か 「全世 界」に広 く住 み，全世 界の上 に散 らされ てい る 「小

羊 の教会 の聖徒 ら」 と 「主の 誓約 を受 け て……世 界 の各所

に ち りぢ りとな った民」 か 「義 と大 きな栄 光に かかや く神1、

の能 力 とを以 て武装 」す るて あ ろ う。(1ニ ー フ ァイ14：12

-14参 照)

私 たちは新 しい時代 にい る。末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト

教会 は急速 に世 界の教会 とな りつつ あ る。聖徒 た ちの群 れ

は今 も， あ るいは近 い将 来に も， どこに住 もうと教会 員 を

支 え助 け るたけの 力 を備 え るの てあ る。 必要 な場 所 に神 殿

か建 て られて い る。 時か 来 る と南米 に も数 多 くの神 殿か建

て られ るの を， 私 た ちは今予 見す る こ とか てき る。

シオ ンのステー キ部

シオンの ステー キ部 も地の果 て に まて組織 されつつ あ る。

これ に関連 して， 次の真 理 を考 えてみ ようては ないか。

シオ ンのス テー キ部 は シオ ンの一部 て ある。 シオ ンの一部

を作 らすに， シ オンの ステー キ部 を作 る こ とはて きない 。

シオ ンは 「心 の清 い者」 て ある。私 た ちはハ プ テスマ と従

順 とに よって清 い心 を得 る。

ス テー キ部 は地理 的 な範囲 を持つ 。 ステー キ部 の 創立 は

聖 都の建 設 に似 て い る。 地上 の ステー キ部は どれ もみな，

その地域 に住 む イス ラエ ルの失 わ れた羊 た ちの集合場 所 て

あ る。ペ ルー 人の集 合 の地 は， ペ ルー のシ オンの ステー キ・

部， も し くは将来 ス テー キ部 となる場所 で ある.

チ リ人の集合 の地 はチ リ， ボ リビア 人の集合 の地 は ボ リ

ヒア，韓 国 人の集合 の地 は韓 国， 東西南 北，全世 界 を通 し

て集合 の地 はその ような場所 て あ る。各 国に散 らされ たイ

ス ラエ ルは キ リス トの羊 の群 れ に， 各 国に建 て られ るシオ

ンのス テー キ・部 に呼 ひ集 め られて い る。



イザヤ は，「後 にな れば，ヤ コブは根 をは り，イ スラエル

は芽 を出 して花 咲 き， そ の実 を全世 界 に満 たす」 と予 言 し

てい る。そ して主の約 束は こ うであ る。「イス ラエル の人 々

よ…… あな たが た は， ひ と りび と り集 め られ る。」(イ ザヤ

27：6，12)

す な わ ち， イ スラエル は一 人一 人， 一家族一 家族， 地上

の全地 に築か れ るシ オンの ステー キ・部 に集め られ，や が て

全地 が福 音 の実 に よって祝福 され るので ある。

そのため， 教会 の指導 者 たちは こ う勧告 す る。 シオン を

築 きな さい。神が あ なた を置か れ たその 国に， シ オン を建

てな さい。あ なた をその市民 と し， 家族 と友 を与 え られ た，

その地に シオ ン を築 きな さい。 シオ ンは南米 の この地 に あ

る。 この地 の シオ ンに住 む聖 徒 たちは， これ らの諸 国に 良

い影 響 を及ぼす ので あ る。神 は， み業 の発展 を促す政 策 を

進 め る国 を祝福 され るで あろ う。

末 日のシ オ ン

主 のみ業 のひ とつ に， 末 日の シオンの建 設が あ る。主 は

その業 を私 たちに託 された。 シ オンの基 は， 北米 ，南米 ，

欧州， ア ジア，南太 平洋 その他 ， シオ ンのス テー キ部 の あ

る各地 にす でに据 え られて い る。 しか しシオ ンは， これ ら

の どの地域 にお いて もまだ完 全 ではな い。 シオ ンが 完全 に

な るのは，それが古 えの シオ ンと合流す る ときである。そ の

とき，主 は来 られて その民 と共 に住 まわ れ るで あ ろ う。

教 会 の信 仰箇 条第10条 には。「われ らは・イス ラエ ル 人は，

文字通 りに 四方 よ り集 合」 す る こ とを信ず， とあ る。 この

集合 は， イ スラエル の失 われ た羊が教 会 に加 わ る こ とで実

.現 してい る。バ プ テスマ の水 に よって洗 われ，再 び心 の清

い者 とな る力 を得 る こ とで この集合 が実現 してい る。 シオ

ン とは 「心 の清 い者 」 であ る。

信仰 箇条 には また， 「わ れ らは，… … その十支 族 の元に 立

ちか え るこ とを信 ず」 とあ る。 これ は将 来 の こ とであ る。

主が 約束 に従 って シオ ンを再 び建 て られ る ときに， これ が

実現す るで あろ う。

信 仰箇 条に は， 「シオ ン(新 エルサ レム)は この(ア メ リ

カ)大 陸 に」建 て られ る と言わ れて いる。 これ も将来 の こ

とで ある。主 の民が，散 らされ た世 界 各国 で力 と影響 力 と

能力 を得 てか ら起 きるこ とで あ る。 ・

教会 の信仰 箇条 には，「キ リス トは御 自 ら地 上 に王 とな り

て治 め たまい，地球 は元 に あ らたま りて楽 園の栄 え を受 く

るこ とを信 ず」 とあ る。 これ もまた将来 の， 私 たちが心 か

ら願 い待 ちわび てい るその 日の出来事 で ある。(信 仰箇 条第

10条 参照)

シ オ ンの建設

私 たちは だれ で も，心 の清 い者に な るこ とに よって， 自

分の生 活に シオンを築 くこ とが で きる。「心 の清 い人た ちは，

さいわ いであ る， 彼 らは神 を見 るであ ろ う」(マ タイ5：8)

とい う約束 が ある。 そ して， 友 人や 隣 人 をイス ラエル の羊

の群 れ に集 め る こ とに よって シオ ンの境 界 を広 げ るこ とが

で きるので ある。

今 話 して いる こ とはみ な， 主 の偉大 な計画 の一部 で ある。

主は初 めか ら終 りまで を知 って お られ る。現 在行 なわれ て

い る事業 は主 が定め られ た もの で ある。主 は選 民 を地上 の

万国 に散 ら され た。そ して今， この 私た ちの時代 に主 は恵

み に よって諸 天 を開 き， み前 か ら聖 な る天 使 たち を遣 わ し，

天か ら自 らの声 で語 り，聖 霊 を注 ぎ， その よ うに して，主

は再び完全な永遠の福音を回復されたのである㌧興

闇か らキ・リス の べ"へ き し 新 たに シ

オン を建 て よ と命 じ，世 に 打 ち勝 て と命 じ，私 た ちにす べ

ての悪 し きこ とを捨 て よ と命 じられ た。' た ち'の

代表者，主の代理人 となし，出て行 ってイスラエルの失わ

れた羊 を捜 し

一鈎 の ムに

ら廼 。2

耳ロz

'ら れ た
。私 た ちが その羊 をま

'は 願
ってお

証

これは実に重大 な業である。これに匹敵す る事業は世 に

ひとつ としてない。主イエス ・キ リス トの福音は，天にお

いても地において も最：も大いなるものである。私たちは現

在受けている天か らの栄えある真理 を喜びとしている。私

たちは慈悲 と恵みの主をほめたたえる。私たちは， これら

のことが真実であり，神にその源のあることを知 っている。

私は心に告げる聖霊の啓示によって，私たちが携わって

いるこの業が真実なものであることを知っている。主のみ

手がその中にある。私たちの働 きはやがて成功を収め る。

水が海をおお うように，神の知識が地をおお う日は来 るの

である。 たちはこの世で最 も祝福 された幸せな"

だ こ知恵を授1， 情熱 と献 宙"一
立 ，ハ 去の命 を救 い こ 米 、 1

・ らに も伝 えるべ 口 に いそ しk

熱 意 と能 力 を恵 な。 これ こそ，主 のみ業 で あ り， 真実

であ る。 この こ とを， 主 イエ ス ・キ リス トのみ名 に よって

証 申 し上 げ る。アー メン。
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質 疑 応 答

教 会翻訳 配送 部

ア レン ・E・ リツ タ ー

これ までモルモ ン経 は何 力国語に翻訳され ，

初版 以来何 部ほど出版されていますか。

モ ルモ ン経 は1830年 春 にニ ュー ヨー ク州 パ ルマ ィラで初版
の5千 部 が 出版 されて以 来，現 在 まで27ヵ 国語 で出

版されて い ます。 デゼ レ トア ル フ ァベ ッ トとウェー ル ズ語，

ハワイ語， トル コ語， チェ ッ ク語， ア ル メニ ア語 は絶 版に

な りましたが， 現在 も印刷 されて い る もの と しては英語 ，

デンマ ー ク語， ドイツ語， フラ ンス語 ， イ タ リア語， スペ

イ ン語， ス ウェー デ ン語，マ オ リ語， オ ラン ダ語， サ モア

語， タ ヒチ語， 日本語 ， ポル トガル語 ， トンガ語， ノル ウ

ェー語， フ ィン ラン ド語， プロ トンガ語， 中国語， 朝鮮語 ，

南ア フ リカ公用 オ ラン ダ語， タイ語， イン ドネ シア語， そ

れにブ レー ル式点 字 です。

モルモ ン経 が全世 界 に普及 す るには まだ まだですが ， そ

の出版 には 目をみ は る もの が あ ります 。末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会に よ って 印刷 配布 され たモル モ ン経は1830年

以 来お よそ1800万 部 を数 え，1976年 だ けで100万 部 が22ヵ
　 が 　　　　ヘへ

国語で出版されました。その他，蘭 エス ・き」り入 ト教

τ ゐモルモ ン経 を出版 して い ます 。-　 断伽一〆
ちなみに聖書はその抜粋 を合わせれば，すでに1550の 言

語で世に出ています。1975年 中に， 旧新約の合本は600万

部以上，一部だけの聖書は3億 部 も出版 されています。

分類や評価は様々ですが，現在，世界にはざっと3，500

の言語があ ります。そしてその うち，100万 人以上に使用

されている言語は114で す。従って，現在モルモン経が翻

訳出版されている22の 言語では，世界人口の約4割 に利用

され，る勘定 です。
モルモン経の翻訳は大変な仕事で，それ こそ何年間 もの

忍耐 と祈 りの気持 ちを込めた努力が要求 され ます。教義 を

はっきりと理解 していなければならない上に，英語 と自国
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語 の両 方 の賜 を持 って いなけれ ば な らず， さらに言語特有

の 問題 に も出会 い ます 。例 えば， 英 国な どの言語 の動 詞 は

単複両 形 で用 い ますが ，単数 ， 二数，複 数 の形 で表 わす言

語 も幾 つ か あ ります 。 「とこ ろが 私 ニ ー フ ァ イが 兄 た ち

(ろγθ〃3γ6η)にこ う言 うと，兄 た ちは 私 に腹 を立 てて」(1

ニ ー フ ァイ7：16)と い う箇 所 を訳す よ うな ときにな る とζ

ニー フ ァイが言 って い るの はふ た りなのか3人 以上 なのか
，

判 断 しなけ れば な らな いわ けです 。あ る言語 ではろ76疏γθ欺、

が 「弟」 な のか 「兄 」 なのか は っ ぎ りさせ なければ な りま

せ ん。 その ほか ジェ レ ドの兄弟 が ジ ェレ ドよ り年 下か年 上

か， ある程 度翻 訳者 の判 断にか か って くるこ とにな ります。

教義 と聖約121章43節 に は ろ6'珈6sと い う単 語 が使 われて

い ますが， 大体 の人 は この意味 を 「とき どき」 と受 け取 っ

て い ます 。 しか しよ く調べ てみ れば， ジ ョセ ブ ・ス ミスの

時代 には 「その ときに」 とい う意味 だ った こ とがわか りま

す。 モル モ ン経 な どの聖 典 の翻 訳 になぜ 時 間がか か るのか，

また 翻 訳 者 と校 閲 者 が 十 分 に み た まの導 きを受 けなけれ

ば な らな いのか が，以上 の3つ の例か ら もおわか りで しょ

う。

各 国語の モル モ ン経 が全部 ，教 会 の正 規 の翻 訳者 の手 で

翻 訳 された わけ では あ りませ ん。 モ ルモ ン経 を 自国語 で読

め るよ うにす るこ との 必要性 を痛 感 した教会 員が，何 年 も

自分 の時 間 を捧 げて翻訳 し， そ の原稿 を教会 に寄付 した例

が 幾つか あ ります 。

2，3の 言語 ですが ，末 日聖徒 でな い人た ちが 翻訳 した も

の もあ ります。 しか し， その作 業 に主 の霊 感 と導 きがあ り

ま した。例 えば，南 ア フ リカの公用 オ ランダ語 のモ ルモ ン

経 は その一 例 です。 訳者 は立派 な 人格 者 で，地 元の指導 者.

た ちか ら太鼓判 を押 され た人 で した。彼 はむず か しい文 章

に行 きあた る と， 別 の数 ヵ国語 の モルモ ン経 を よ く研究 し

た と言 ってい ます 。 それ で も納得 の行 く訳 が見つ か らない

と，最：後 の頼 み の綱 として， ひ ざまずい てその文章 は どう

訳 した らよいか主 に伺 い ま した 。そ うす る と必ず解 決 した

そ うです。

現在 モル モ ン経 を何語 に翻 訳 中ですか とか， 次 は どの語

に と りかか る予定 ですか とよ く聞 かれ ます。 それ は大管長

会 と十二徒 使 定貝会 が決 め る こ とで，適 当 な ときに適 当 な

場所 でその発 表が あ ります。 しか しこの こ とはは っ き りし

てい ます 。 モルモ ン経 には 「イエ ス ・キ リス トの完全 な る

福音 」が載 って いて(教 義 と聖約20：9)， 「また当教会 の

長老 ，祭 司お よび教 師 たちは， …… …モ ルモ ン経 に誌 され

たるわが福 音 の原則 を教 うべ し。」(教 義 と聖 約42：12)ま

た ， この末 の時代 に は 「あ らゆる人 々は 己が国語 と己が 言

葉 にて完全 な る福 音 を聞か ん。」(教 義 と聖約90：11)主 は

御 自身が これ と定 め る時期 と方法 で， あ らゆ る国語 と言葉

の民 に これ らの約 束 を成 就す る道 を備 えて お られ るのです。

数 々の国 で大勢 の人 々がす で に様 々 な言語 のモ ルモ ン経

を読み， それが真実 であ る とい う強 い証 を得 てい ます 。熱

心 に モルモ ン経 を読 ん で尋 ね求 め る人々 は， その よ うに証

を受 け る こ とが で きるの です 。
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レ ー マ ン人 の住 む 二一 フアイ の 地 に･｢ろ うや が 火 事

だ｣と い う知 らせ が伝 わ りま した。人 々は ろ うの 中

にい る リーハ イ とニ ー フ ァイが どうなっ たか 見 よ う と,

四方か ら集 まって来 ま した。 ち ょうど この 日,ふ た りは

殺 され るこ とにな って いたの です 。 リーハ イ とニー ファ

イは,神 の 言葉 を伝 え る宣教 師 で した。 ろ うや に入 れ ら

れ る前,ふ た りは八千 人 もの レーマ ン人 を神 の教 会へ 導

きま した。 そ して,そ の ため にふ た りは レーマ ン人の兵

士 に捕 え られ,何 日間 も何 の食べ 物 も与 え られ ず に ろ う

に入れ られ てい たの で した。

そ して この 日,兵 士 た ちは このふ た りのニー フ ァイ人

の と りこ を殺 そ うと して いたの です 。

レーマ ン人 の 中に,ニ ー フ ァイ人 の血 をひ いたア ビナ

ダブ とい う人が い ま した。 この 人は,前 に神 の教会 にい

ましたが,今 は もう教 会 か らは なれ てい ま した。 ア ビチ

ダブ もまた兵 士や や じ馬 に ま じって,ろ うの方へ 急 ぎま

した。 ろ うに着 いて,み んな はび っ く りしました。 リー

ハ イ とニー フ ァイが火 の柱 に 囲 まれて い るでは あ りませ

んか。 ふ た りをにが さな い よ うに と思 って も,暑 くて だ

れ も近寄 る こ とが で きませ ん。不 思議 な こ とに,リ ーハ

イとニー フ ァイは火の 中 で もぜ んぜ んや け どをしない の

です 。 それ を見 た人々 は,お どろいて あっけ に とられ て

しま い ました。

ろ うの中の生 活 で,リ ーハ イ とニー ファ イは弱 って い

ました。 けれ ど も,神 さ まに ち ゅ うじつ であれ ば必 ず助

け られ る こ とを知 って,勇 気 を と りもど しま した。 そ し
おそ

て,レ ー マ ン 人 に 向 か っ て,｢恐 れ るな 。見 よ,こ の 不 思
なんし

議 を汝 らにあ らわ したの は神 で あ る。汝 らが われ ら を捕

えて殺せ ないの は この不思議 に よ って も明 らか であ る｣
　

と力強 く言 い ま した。

す る と,と つぜ ん地 面が 大 き くゆれ て,ま っ黒 な雲 が,

空 をお お いは じめ ま した 。人 々は こわ くな って,た だ じ

っと立 って い ます 。 その とき,ま っ黒 な雲 の上 か ら声が
なんし

聞 こえて きま した。｢『悔 い改め よ,悔 い改 め よ。汝 らに
つ た しもへ

良 き音 ず れ を伝 うるた め,わ が汝 らにつか わ した る僕 ら
ほろ や

を亡 ぼ さん とす るこ とを止め よ』｣
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とり び じん

鳥 の美人背 テス トがあったら噛 ユージー
ラ ン ドに 住 む,キ ー ウ ィ とい う鳥 は,い ち
さき

ば ん 先 に,し っ か く して し ま う こ とで し ょ う。
とり はんぶん

キー ウ ィは,ほ ん とうにおか しな鳥 です 。半分
け かお

へ こんだ ボール に毛 をはや した よ うな顔 。 それ

なが す か

に,ほ そ くて長 い くちば し。 キー ウ ィの住 み家
もり なか

は,森 の 中 で す 。
かお

キー ウ ィの お か しな と こ ろ は,顔 だ け で は あ 『
と り

りませ ん 。 ほ か に も,ふ つ うの 鳥 とい ろ い ろ ち
け ちゃ いろ お

が います。毛 は うす茶 色 で,尾 が あ りませ ん。
そら

お まけに,空 も とべ ませ ん 。だ っ て,は ねが な

いの です 。は ねのか わ りに,こ ぶが あ るだ け で

す。 は な も,お か しな ところに あ ります 。 くち
さき た

ば しの先 につ いて いて,そ れ で食べ もの をさが

します 。
おお

お と な の キー ウ ィは,に わ と り くら い の 大 き

さで す 。 で も,た ま ご は,に わ と りの た ま ご の

412

獲 霧
o

oo

o

。 ζ
む

4縮
.`･､

4･ダ

ぶん からだ おお

8こ 分 もあ り ます 。 体 に くらべ て,と っ て も大

き い で す ね 。
にっ すう

た まごが ひな に な る 日数 です が,に わ と りは
にち おお

21日 くらいです 。 そ して,せ か いで い ちば ん大
とり にち

きな 鳥 の だ ち ょ うは,42日 もか か りま す 。 で は,
にち

キー ウ ィは ど うで し ょうか。 なん 日 くらいかか
お も り

る と思 い ます か 。 キ･ニ ウ ィ は ほ ん と うに お か し
}

とり

な鳥 です 。 キー ウ ィの た まごは,ひ な にな る ま
にち

でに75日 もかか るの です 。
だい た

キー ウ ィの大す きな 食べ ものは,み みずや こ
ちゆう

ん虫,そ れ に い ちごや ぶ ど うです 。 なが いは り

の よ うな くちば しは,み み ず をつ つ くの に,と
ひる ま つち なか いえ

て もべ ん りです 。け れ ども,昼 間 は土 の 中の家
よる た

でねむ って いて,夜 に な る と出 て きて,食 べ も

の を さがす の です 。
とリ

キー ウ ィは,ほ ん とうにおか しな鳥 です ね。



い頃，私は油絵に深 い関心 を持っていた。何時間 も鑑賞 し，若
乾いた絵の具 の上に今 なお残 る筆跡 を克明に調べ上げたも

のである。 とりわけ私が魅了されたのは， 色の混ぜ方 と配色の

具合であった。

私は とりこになっていた。そ して年 を取 るにつれ，私はもは

や 自分の気持ちを抑えることができなくなって しまった。あ と

は実際にや ってみ るだけである。

私は道具 を少 し手に入れ ると，ある晩，家族が皆寝静 まった

後，遂にその冒険にいどんだ。

私の最初 の作品は， 美しい風景画の模写 であった。丹念に，

空の部分か ら塗 り始めた。細大漏 らさずに塗 った。筆跡 さえ，

原画に似せ ようと試みた。そ して，空が完成す ると，壮大な山

の部分に手をつけた。これ も筆跡 をその まま写 しとった。それ

から，木， もちろん1本 ずつ， それか ら湖へ と筆を進めて行 っ

た。 キャンバスを，下へ下へ と筆 を進め，最後に，一番下にほ

んの少 しだけ残 った白い部分に草の葉 を描 き入れて，作業は完

了 した。

私 は両親 を起 こして，その一大傑作を見せ たい衝動にかられ

た。

実際，絵につ いてなんの知識 も持 ち合 わせていなか ったこ と

を考えれば，作品は悪い出来ではなかった。 しか し，その時の

私は まだ知識が少な く，湖か ら反射す る色 ともとの色が必ず し

も調和 していない ということや，焦点 を結ぶ線やサイズの関係

がひどく狂ってい るとい うこ とに気づかなか ったのであっ群。
'私 は

，大学で美術の講義 を受け るようになっては じめて，絵

というのはキャンバスの最上部か ら描 くものではない， といっ

ことを知 った。む しろ，偉大 な芸術家は描 こうとする場面全体

のイメージをはっきりと心の中に描 き，それか ら，そのイメー

ジに添 って， ほぼ同時に全体 を仕上げてい くのである。

ここに1本 ，あそこに1本 と線 を描 き，ここに少 し，あそこ

に少 しと絵の具を塗 り，やがて，調和 と統制の とれた作品が現

実の もの となって くるというわけ である。

イェス ・キ リス トの福音 を教 え，学ぶ際にも，全 く同 じこと

が言える。

偉大な教師たち

福音 を教える偉大な教師は，機械的に教 えた り，型にはまっ

たレッスンをしたりしない。む しろ，生徒が何を学習する必要

があるのか， どんな 目標に到達 しなければな らないのか といっ

点に明確 なビジ ョンを描いているものである。教師はそれぞれ

聾



のレッスンの方法 に柔軟性 を持 たせなければならない。そうす

れば，生徒はそれぞれ，教え られた真理 をひ とつずつ， 自分 自

身の成長 と発達 の段階に応 じて取 り入れてゆ くことがで きる。

生徒が成長するのは，ただ単に教師が生徒に真理 を伝えるか

らだけではない。生徒 の方で，その真理 を吸収 し，受け入れ，'

従 お うとす るからである。ちょうど画家が， 自分の 目の前で常

時変化 している光景に極めて鋭敏 に反応す るように，教師 とい

うもの も，生徒の欲求や気分に応 じて いくらで も対応できる多

様性 を身につけておか なければな らない。

救い主は，御 自分が どのような方法で教 えておられるかにつ

いて，次の ように言ってお られ る。「われは言葉に言葉 を加 え，

誠命に誠命 を加 えて， これを世の人に伝 え， ここに も少し く教

え，か しこに も少 しく教えん。故 にわが誠命 を守 りわが勧めに

耳 を傾 くる者は智恵を得るによりて幸福 な り。われは受 くる者

に一 そう多く与 うれども， われ ら充分な りと言 う者 よりはその

持てるもの さえも取 り上 ぐべ し。」(IIニ ー フ ァイ28：30)

従 っ て， どんな状況下 であっても，教師の教 える真理の量 と

い っものは，生徒 の側の成長 と準備の度合に よって左右 される

ことがわかるのである。

教師 としての私 たちの仕事にはこの ような柔軟1生が要求 され

るので，私たちがレッスンす る際，その取 り上げ方を系統立て

て準備す ることが極めて大切 となって くる。(「聖徒 の道」1977

年5月 号p.27の 「教授 と学習の関係」の図を参照)

目 的

私たちがまず第一に関心 を持 たなければならないのは， これ

か ら教 えようとす るレ ッスンの目的である。「教 える際，私 たち

には，ある特定の到達 目標がある。また計画がなければならな

い。さらに， 目的に細心の注意 を払わなければな らない。

幸いなこ とに，教会 では 多くの教材が準備 されてい る。従っ

て， 目的を入念に考慮 し，計画 をきめ細か く立て， レッスンの

テキ・ス トによく注意 を払えば，だれでも， 目的 を組織立てて教

えることがで きるのである。」(ボ イ ド・K・ パ ッカー著 「熱心

に教えよ」 よ り)

レッスンのテキス ト

教会で準備 し，教 え，学習す るレッスンにはすべて， 目的が

なければ ならない。実際の場面では，その目的を3段 階に分け

て考 える必要があ る。作者用 と，教師用 と，生徒用である。

まず第一に，作者のための レッスン目的である。作者は これ

により資料や題材 を吟味 し，選び，組繊立でて， レッスンを書

き上げる。

次に教師は，そのレッスンの中か ら目的 を取 り出し，それを

利用 して，関係する問題につ いて個人的な準備 をする。 また教

師は， 自分の教養，個性，生徒の一般 的な欲求 に応 じて，意味

のある言葉でその 目的 を表現で きなければな らない。

最後に， 目的のあるレッスンを して もらうこ とに より，生徒

が原則を理解 し， 自分の生活に応用で きるようにな らなければ

ならない。そ うすれば，生徒は， その 目的 を自分の個 人的な目

標の一部 とする こともでき， レッスン も意味あるもの となる。

しか し，教 えるにしろ学ぶに しろ， その過程は決 して努 力な

しで進め られるものではない。何年 も前の ことであるが，総大

会の日曜学校部会 で次のような勧告が与 えられた。

「予言者ジ ョセブ ・ス ミスとオ リバー ・カウ ドリは共に翻訳

の賜 を与 えられた。オ リバーはその賜 を失ったが，啓示にその

理由が説明されている。彼は， 自分が しなければな らないこと
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は神 に尋ね るこ、とだけであって， それ以上努力 しな くとも翻訳

はで きる と考 えたのであ る。彼は， 自分 自身の心 を充分に働か

せ ることもな く，深 く考 えることもしなかったために，賜が取

り上げ られて しまった。教師 も同 じである。……レッスンをひ

とつひ とつ充分に吟味 し， それにつ いて神の祝福 を請い求め，

最：大限の努力を払いなさい。賜はその力 を増 し，間違 いな く成

功 す るであ ろ う。」(ホ レー ス ・カ ミングス長老，Co⑳ 紹η6θ'

1吻07'「 大 会報告」1902年10月p.96)

艦r"

召 しの衣 を身に まとい

同 じ総大会の席上， ジェームズ ・E・ タル メー ジ長老は， 次

の ように述べ ている。

「印象が全 く長続 きしないような方法で教 えている教師たち

について，様々なことが言われている。その原因のひ とつは，

教師の装いに関係が ある。……私 はコー トの型や帽子 の花や羽

について言っているのではない。霊の装いについて言っている

のである。教師たる者は，その召 しの衣 を身に まとっていなけ

ればならない。…… そうでなければ，深い印象を与えることは

決 してで きない。

エライジャの衣が その後継者の手に渡された とき， その召 し

にかかわるみた まも伝え られたこ とが明らかである。私たちは，

エライジャのみたまがなければ，何ひ とつ成 し遂げることはで

きない。だか ら，兄弟姉妹た ち， そのみたまを求めて，熱心 に

努め なさい。そ うすれば，あなたたちの召しにかかわるみたま

は，勤勉に働 く力を生み出して くれ るであろう。神を恐れるこ

の勤勉 さがあればこそ， 人はその召 された職 で効果的に働 くこ

とが できるのである。

私は，幹部たちが教師たちに向かい，研 究 と熱心 な祈 りとに

よって 自分の職 の備 えをせ よ，あ らゆることを主に代わ ってし

ていただこうなど と思ってはな らない， と呼びかけるの を聞 い

て，胸が打 ち震えるのを感 じた。……主のみたまは， それを求

める人に もた らされ るのである。」(ジ ェームズ ・E・ タルメー

ジ長老， 「大会報告」1902年10月p.96)

柔 軟性のある教 え方

レッスンの進め方 を計画す る とき，準備されているレッスン

教材 を賢明に利用することができるよ う，熱心に努めて，みた

まの導きを求め る必要力1ある。

十二使徒評議員会のエ .ズラ ・タフ`ト ・ベ ンソン会長は，次の

よっに言 っている。

「主の 目的
， その大 いなる 目的は， いつの蒔代 も変わること

はない。それは神の子 らの救 いと昇栄である。

通常の場合，主は，包括的 な目的や指針は示 され るが，その

詳細や方法につ いては，私たちが 自分で見いだす よう望 んでお

られる。その方法や手順は，普通，研究 と祈 りによって， さら

にまたみた まの ささや きを受けてそれに従った生活 をす ること

に よって， 見いだ していける ものである。モーセの時代 の民の

ように，霊 的に進歩 していない人々には，数 多くの点で戒め.が

与え られ る必要があった。しか し今 日，霊的な面の警告 を受 け

ている人々は，その 目的 をしっか りと見つめ，主や予言者たち

か ら示 された指針 を調べ上げ， そ して 「あらゆる事」を命ぜ ら

れ ることな く，祈 りの精神で行動 している。 こうした態度 こそ，

人が神の如 き者 となるための備えなのである。

伝道活動 でも神殿活動 でも，困窮者の援助で も，子供 たちを

義 しく育て上げ ることで も，その包括的な目的はいつの時代 と

いえども変 わるこ とはない。ただ， これらの 目的 を達成するた



めの方法は千差万別 なのである。 この神権 時代の忠実な教会貝

は， どの時代に住んだとしても， これらの 目的 を達成す るため

の義 しい方法を見いだしたことであろ う。最新かつ詳細 な教会

全体 のプログラムが出るまで待つ必要はなかったのである。

時に主は，子供たちが， 自らの意志で行動 を起こすこ とを心

待 ちにしておられる。そして，行動 を起こさない場合，人は大

きな報い を失 うこ とになる。その場合，主は，すべ ての もの を

引き上げ られるか，その行動 を起こさなか った結果生 じた苦 し

みを入に味わわ され るか，あるいはまた， もっ と詳細にその計

画を説明 して下 さるかす るこ とであろう。 しかし，私が恐れる

のは，普通，主が詳細にわたって説明せ ざるを得な くなればな

る程，私たちの受ける報 いはその分 だけ小 さ くなるといっこ と

である。」(「大会報告」1965年4月5日pp.121-122)

適 当 な時に適 当なことを行 なう

「人間 をとる漁師」(エ レミヤ16：16
， マ タイ4：19参 照)と

して召されている私たち教師は，何を教えなければな らないの

か とい う点に関 しては，確固たる決意 で，委ね られている業 を

推 し進めなければならない。 しか し， レッスンの時間をいかに

使 うか とい う点に関 しては，みたまの導 きに応 じて舟 の反対側

にも網 をおろ して見るだけの柔軟1生は残 しておかなければなら

ない。

そうす ることに より，私 たちはキ リス トの もとへ 多くの人々

を連れ来ることができるのである。すなわち，た また まそれが

たったひ とりであったとしても，御父の国においてその人と共

に受け る私たちの喜 びはいかばか りであ ろ うか。(教 義 と聖約

18：15-16参 照)

目的をも って

教 える

ボ イ ド ・K・ バ ッ カ ー

教 師とは・時間の仲買人である・多 くの生徒たちが時間とい
う財産 を賢明な方法 で投資できるよう援助することが，仲

買人 としての教師の務め であ る。 そして教師の責任は，一 人一

人の生徒に，投資に見合 った利益配当を得させ るこ とにある。

ほかの人の時間の仲買人として働 くとき， 次の ことを考慮 し

てみる とよい。

時間の使い方 を入念に監査 してみる。これはいつ も適切 なこ

とである。時間内で達成 したいことを，は っきりと決め る。言

い換えれば， 目的を持つ というこ とである。

時間を費や した配 当として，生徒は どんな考え方や概念 を受

け取 ることになるのか，慎重 に判断 を下す。生徒 とい うものは，

普通，概 念や 原則は忘れずに記憶 しているが，事例 を覚 えてい

ることはめ ったにない。
ヅL多 くの事例 の中か ら

，教えようとす る概 念を充分に説明で き

るもの を選び出す。事例は，概念 を伝 えることのできる数だけ

あれば充分である。それ以上 多 くの事例は必要ない。

まず教会の クラスで効果的に始める。短 い，胸 を打つ祈 りを

捧げることは，生徒に心の準備 をさせ る意味で， 賢明な時間の

使 い方である。 しか し， この後す ぐに，何か生産的 な行動が伴

わなければならない。

教師が時間 を全部独 占した場合， どんな益があるか よく考 え

てみる。最 も賢明な教師 というのは，時間の大部分 を生徒 に割

り当て，生徒がその時間 を賢明に使 う手助け をす る教師であ る

と言えないだろうか。

レッスンをしている最中，時間に も気 を配 る。 レッスン，単

元，課程 を通 じ，絶 えず， 系統的に進め るよう努め る。

機敏 で有能なクラスの経営者には，二重の配当がある。深 い

印象 を受け， しか もよく訓練の行 き届いた生徒 という形で もた

らされる配当である。生徒 といえども，無秩序な時間の浪費の

つ き合いは好 まない というこ とを忘 れてはな らない。

時間厳守 は，教師に とって欠 くべか らざる特性 である。 これ

は必要な資質であって， あればよい といった ものでは決 してな

いo

クラスを運営す る上で，最 も効果的な技術のひとつは，教師

は生徒の時間を貴重 な時間と考えている ものだとい う印象を，

生徒 に植えつけ るこ とである。出席簿 を読み上げ ることに毎回

5分 ずつ費や した とすれば，一年 では4時 間10分 となる。有能

な教師なら， クラスの補助 を召すことに よって， この時間を1

時 間半にも，あるいは実質それ以下 にも縮め るこ とができる。

出席調べ，用紙の配布，開始の遅れ，不必要 と思われる事務的

な仕事， こうしたことに よって恐 らく，平均す るとレッスン時

間の20パ ーセ ントはむだに使 っていることになろ う。実際，数

多くの大学の課程で定め られてい る時間 よりもはるかに多いの

である。 日曜学校の教師は，毎年 出席調べに費や しているこの
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4時 間 を，他 のととに使えることだろう。

レッスンの準備

福音の レッス ンは，本質的には，態度 と行動の レッス ンであ

る。そ してレッスンで用 いる事例 も，意味付けに必要な，単な

る手段 でしかない。 .

クラスに出席す る大勢の生徒の時間を効果的に運用す るため

には，教師の側.で多 くの準備を要する。 レッスンで使 う事例 は，

機械的.なわ く組みを構成する ものであるが， これは 日常の学習

を通 じて修得され るものである。

綿密な準備， また 「仕上げ」の準備は， いつ も，何か他のこ

とをしている間にで きるものである。手仕事 をしているとき，

旅行 中，待合せ の時間， こうした時間に， よ く気のつ く教師 な

ら， 明日の レッスンの準備 をす る。そのほか， 自然や生活を細

か く観察 し，祈 るこ とに よって，将来のレッスンのために，全

般的な準備 をもするのである。

救 い主は，.そのた とえ話や教 えの中に うかが えるように，た

びたび祈 り，黙想 と観察をよ く行なわれ た。

偉大な教師は，絶 えず 自分の時間 を賢明に使 う.ものである。

文学作品について驚 く程 の知識 を持 ってお り，そのため に彼の

レッスンは楽 しい と賛辞 を贈 られた教師がいる。それに対 して

彼は， その知識の大部分は，す きを引いている.間に暗記 した も

のであると答えている。また，た とえ話や物語の尽 きぬ宝庫を

持 っているのではないか と思われる程の教師がいた。 ところが

彼も その大部分は他 の仕事 をしている間に貯 えた ものである

と言っている。

聖典の中で 「終始生命の言を心 に蓄 うべ し。 さらば必要 の時

に当 り，すべての人に適いたる言 うべ き言 を与 えらるべ し」(教

i義と聖約84：85)と 命 じられていることは，イエス ・キ リス ト

の福音 を教える教師にとって，極めて意味深いことである。心

の中で，絶 えず観察 と黙想 と祈 りをするように努め なさい。 さ

らにまた，その ように準備 したこ とを少しで も記録に留め てお

くことがで きるように，紙 と鉛筆 を身近な所に置いておきなさ

い。時間と同様， それはす ぐに， しかも完全に消えてな くなっ

て しまうものだか ら。

教 える際，私たちには，ある特定の到達 目標がある。また計

画がなければな らない。さらに， 目的に細心の注意 を払わなけ

ればな らない。

幸いなこ とに，教会では 多くの教材が準備 されている。従っ

て， 目的を入念に考慮 し，計画 をきめ細か く立て， レッスンの

テキス トによ く注意 を払 えば，だれでも， 目的 を組織立てて教

えるこ とができるのである。

概 要

私が常 日頃考えていることは， まず最初に， コースの概要 を

説明すれば，生徒は随分助かるのではないか ということである。

生徒が，その コー スあるいはそのテーマの概要 をつかんでいれ

ば，教師はさかのぼって教えることも，詳細にわたって教 える

こともでき， もっとはるかに多 くのことが教えられるか らであ

る。

生徒は， 自分の行 き着 く先 を知 っていれば， それに添った情

報を集めることもで きる。 クラスに出席す るこ とは，生徒 にと

って億 るかに意義深いことにな るし， さらにまた言い換えれば，

生徒は心の中に 目的を持つ ようになるということである。
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生徒 に計画 を示 す

もし私が事業所やシ ョッピング ・センターの建設 を請け負っ

た としたら，私は間違 いな く，その作業に従事 する人全員に，

その建築計画の青写真 を見せ ることであろ う。 多分，詳細な計

画書や設計図の一部は，その筋の専 門家以 外にはそれほど関心

が ないか もしれない。 しカ1し;そ れでも.私は，すべての人に，'

完 成予想図 を見て もらい，最終的にどのよ うな建物になるのか，

知 っておいて欲 しい と思 う。 そうすれば，作業に従事 している
零諦

人は， 少な くとも， 自分の仕事が全体の中の どの部分 にあたる

のか を知 ることができるか らである。

明確 な目的

賢明な教師 は， どんなレッスンを準備す るときに も，心の中

に明確 な目的を抱 いているものである。あ らか じめ， 自分が教

えたい事柄 と， またそれをなぜ教 えたいのかを決めてお く。例

えば，予言者 ジョセブ ・ス ミスの殉教 とブ リガム ・ヤ ングの継

承について，教会歴 史のレッスンをする際，生徒の生活に全 く

かかわ りのない方法で教 えるこ とも可能である。 しか し，教師

が明確な 目的 を持 っていれば，そのレ ッスンを生徒に とって意

義深いものにすることもで きるであろ う。

レッスンを私たちの生活に結び付けて教 えるこ とが大切 であ

る。

「それであ るか ら
，私は兄弟たちに 『この予言者の言葉 を聞

け。 イスラエルの家の残 った子孫であって，元木か ら折 りとら

れた枝であるあなたたちよ聞け。イスラエルの家のすべての者

に書かれた予言者の言葉 を聞き， あなたたちが別れて来た兄弟

たちと同じ様に望 みを抱 くためにその言葉 を自分たちに言った

言葉 と考 えよ。 この予言者 はそう言う風に記 しているか らであ

る』 と言?て 聞かせ た。」(1ニ ー ファイ19：24)

そ れが どうなの?

教 えられている内容が私たち 自身の生活に直接結び付 いた も

のでなければ，特 に若い人々に とって，それは大 して意味がな

いものと映るか もしれない。例 えば，若い人々は往々に して，

旧新約聖 書や教会歴史の中の出来事 と， 自分 た.ちの現 在の生活

との間に深い関連 を見いだせずにいる。結び付 きを強め る教授

法 を用いてレッスンを教 えるようにすれば，生徒は もっと喜ん

で 自分たちの生活にそれ を応用するヒ とであろう。

ある教師は， レッスンの準備 をしなが ら，必ずテス トをして

いた。心の中に，.ひとりの生徒が 「それがどうなの。ぼ くたち

の生活にどんな関係があ るの」 と言 っている場面 を想像 したの

である。 そして，その教えや レッスンが， どのように現在の生

活に関係 しているか とい うことについて，説明を試みたのであ

る。これによってこの教 師の準備の質 も， レッスンの方法 も変

わった。

教 師が，過去の出来事 と現 在の出来事 との間に橋 をか けるこ

とができれば，若 い人々の生活は もっと良 くなるであろう。

それ を使 う場面が， クラスか，家族か，説教か，短い話かを

問わず，次の ような短 い公式 に従って目的を書 き出してみ るこ

とは，教師に とって価値あることである。

まず最初に， 自分が教えたい事柄 を決め る。それか ら，次の.

ように書 き加 える。

その結果

右側の空欄には，教えた結果 として クラスの生徒 に期待す る

ことを何か書 く。



例えば，今，10代 の女生徒に神権の回復につ いてレッスンし

ていると仮定 してみよう。す ると， その公式は次の ように埋め

るとよい。

レッスン名 ： 神権の 回復

目 的 ： 神権が，権能 をもつ天の使いによって回復され

たこ とを示す。

そ の 結 果 ： 少女 たちは， 自分 の今交際 している青年 を励 ま

して，神権会にきちん と出席す ることを優先す

るよっに言 っ。

この方法を使えば， クラスの中で， これ まで とは趣 を異に し

た内容 を扱 うことになろ う。少女 たちが実際に行なえる事柄 を

示 し， レッスンの内容に重み を加 えるこ とができるか らである。

こうすれば，現実の生活に結び付 く。クラスでは， そめ少女

たちの今交際 している青年 たちについて，何か一言述べ るこ と

もできる。 どうすれば若い男性を神権会に出席す るよう励 ます

こ とが できるか， とい うこ とにつ いて話 し合 うこともできる。

生徒たちを現 に今取 り囲んでいる環境や，現実 に存在す る事例

を，レ ッスンの中に持ち込む ことがで きる。歴 史上の出来事 だ

けを使 うことはないのである。

レッスンのテキス トに忠実に従 い， 歴史上の出来事 を正 しく

教えて も，なお クラスの若 い姉妹 たちから 「それが私にどんな

関係があるの」 という声を聞 くことがある。 自分の レッスンに

「その結果」 とい う項 目をつけ加 えた ら，必ずレッスンの中に

生徒に関心のあることを取 り入れるようになるであ ろう。……

まず生徒 と直接かかわ りのある現実の生活の ことか ら話 を始あ，

それか ら，慎重に山の頂 まで連れて行 くようにす るとよいであ

ろう。そうすれば， その頂か ら， はるかか なたの世界を見下ろ

して教えることができるか らである。・

1938年 ，J・ ルーベン ・クラー ク ・ジュニア副管長は，「教会
も

教育の海図」 と題 し，聖典 を豊富に引用 して，教会で教育に携

わる人々の 目的について話 をした。

「教会は神の神権組織である
。神権は教会がな くとも存在で

きるが，教会 は神権がなければ存在できない。教会の使命は，

まず第一に，物質的に も霊的に も完全な生活 を送 るよう各会員

を教 え，励 まし，助け，保護す るこ とである。これは.，福音書

の中で，救い主が 「それだか ら，あなたがたの天の父が完全で

あ られるように，あなたがたも完全な者 とな りなさい」(マ タイ

5：48)と 言 われたそのままである。第二に，教会員が全体 とし

て，福音の教えに添った生活をするよう，物質的にも霊的に も，

支え，教 え，励 まし，保護す ることである。第三に，雄 々し く

真理 を宣言 し，すべての人に悔い改め るよう， また福音に従っ

て生 活するよう叫 ぶ ことである。「すべてのひ ざをかが ましめ

……ことご とくの舌はイエスはキ リス トな りと告 白すればなり。」

(教義 と聖約88：104)

これ を推 し進め るために，教会 として も，個人 として も，教

会員全体 として も，次のふたつの重要 な点 を見落 とした り，忘

れた り，おおい隠 した り，捨 てて しまった りす るこ どがあって
ウ㍉

はな らない。

第一に， イエス ・キ リス トは，神の御子 であ り，御父の肉身

.の 独 り子であ り，世の創造主であ り，神の子羊であ り，世 の人

々の罪の犠牲であ り， アダムの罪の照 い主であるということ。

また，十字架にかけて殺され， その霊が肉体 を離れ て亡 くなら

れたこ と。また墓 にその身 を横 たえ られ，3日 目に霊が肉体 と

再 びひ とつ とな り，再 び生ける者 となられたこと。 また復活 し

て墓か らよみがえ り，完全な御方 となって，復活の初穂 となら

れたこと。その後，御父のみ もとに昇 られたこと。 さらに，キ

リストの死のために， また主の復活に より，時の初め以来この

世に生 を受けた人々は皆，同様に文字通 り復活す るということ』

であ る。 この教えは，世 と同 じくらい古 くか らある教 えである。

ヨブは言った。「わたしの皮の うじがこの体 を滅ぼ したのち，わ

たしは肉に在 りて神 を見 るであろ っ。 しか もわたしのこの 目で

見るであろう。わた しの 見る者は これ以 外の ものではない。」

(欽 定訳 ヨブ19：26-27)

復 活体 とは，骨肉の体 と霊か らなる。 ヨブはここで偉大な永

遠の真理 を宣言している。こ うした疑 いのない事実 を， そして

そこか ら必然的に生 じる他のあらゆる事実 を，教会員たる者は

すべて，心の底か ら完全に信 じていなければ ならない。

私たちが完全に信 じていなければならない第二 の点は以下の

通 りである。御父 と御子が，実際に，疑 う余地な く，森の中の

示現 で予 言者ジ ョセブにみ姿 を現わされた ということ。その後，

天の示現が ジョセ ブや他の人々に示されたこ と。原始教会の背

教 によって失われていた福音 と，神の御子の神権 の聖 なる神権

が，真実， この地上に回復されたこと。主が， ジョセブ ・ス ミ

スの働 きを通 じ，再 び主の教会 を設立 されたこと。モルモ ン経

は， その内容が示す ままの書物 であること。予言者 に対 して，

教会 と教会貝 を導 き，支 え，組織 し，・励 ます ために，数 々の啓

示が与 えられたこ と。予言者ジ ョセブの後継者たちも，同様に

神により召され，教会 の必要 に応 じて啓示 を受けたこと。 さら

に また，既知の真理に従 っている教会や教会員たちが さらに必

要 とした場合， なお啓示 を受 け続けること。この教会は，正に，

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 であること。教会の基本的な信

条は，信仰箇条に述べ られている律法 と原則に表わされている。

こうした事実 も， またそこか ら必然的に導 き出されるものは皆，

どれひとつ とっても，変更や修正 されることな く， 固 く立 って

いなければならないものである。 また、削除，弁解，言い訳，

取 り消 しも許 されない。 うまk言 い抜けた り，おおい隠 したり

す ることもできない。以上 申し上 げたふたつの偉大な信念がな

ければ，教会は教会でな くな ってしまうことであろう。

ナザ レのイエスに関する教えや，福音 と聖 なる神権が回復 さ

れたことを完全に受け入れない人は， 末 日聖徒 ではない。何千

何万 とい う信仰深 い，神を恐れる男女が， この偉大な教会の会

貝 となって，今申 し上げたことを心の底か ら完全に信 じている。

そ して， この信仰のゆえに， 教会 とその組織を支えているので

ある。

私がこのように 申し上 げたのは， これが， この世 にあっても

永遠 の世 にあっても，教会のあるべ き立場 を示 しているか らで

ある。この真実の立場 を知 っていれば，私たちは必要 とあらば，

自分 たちの態度を変えるこ ともできる。真の進路に修正す るこ

ともできる。 ここで，パウロの言 った言葉 を思 い出 してみるこ

とは賢明なことであろう。

『しか し
，た といわた したちであろうと，天か らの御使 であ

ろうと， わた したちが宣べ伝 えた福音に反することをあなたが

たに宣べ伝 えるなら，その人はのろわるべ きである。』」(ガ ラテ

ヤ1：8)

大 管長会 を代表す るクラー ク副管長 のこの話は，教会の教師

のための声明書のように思 える。私がこの話を丹念に読み返さ

ずに過 ごした年 は一度 もない。教会のすべ ての教師に，この話

の全文 を読む よう勧めたい。

親 であれ，教会の教師であれ，私たち全員が，ここに述べ ら

れている堅実な勧告 と知恵に従えるように， また重要な福音の

原則を教 える方法 を改善 できるよ う，祈 ってや まない。
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サ ララの海岸 の日没。ニーファイが船

を造ったと思われ るこの入 り江を，今

も，魚船 が出入 りす る。

暫rA

リ ハイの道 を求めて

第3部

リン ・M・ ヒル トン， ホ ー プ ・A・ ヒル トン

写 真 ：シ ー ラ ル ト ・W・ シル バ ー
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サ ララのエジプ トいち じくの木。アラビア南岸ではこの地のみ

で生育 し，材木 として使用可能 な大 きさになる。

▲没薬(大 きく黒い塊)と 乳香。

いずれも，エルサ レムの神殿や

中東の宮殿で香 と してたかれた。

<ア ラビア南岸 では，サララにの

み季節風 のもた らす激 しい雨 が 』

降 り， しゅろの木や他の熱帯植

物が繁 る。

バ ウ ンテ フル

たちは ドホファルのサララに入る査証 を得 るのに苦労私
したが ，幸 いに もそれ を入手す るこ とが で きた。(図6

参 照)一 度 合衆 国で査証 の 発行 を申請 したが， その とき数

カ月後 に丁 重 ではあ るが きっぱ りと発行 を拒否 され た。 ド

ホフ ァルは オー マ ン とイ ェー メンの間 で領有権 が争 われ て
剛お り
，旅行 者 に とって安 全 な場 所 では なか ったため であ る。

そ こで私 た ちはオーマ ンの マ スカ ッ トに到着す る と， 情報

'相 を訪 ねた
。情 報相 は若 く， 流 暢な英語 を話す 人 であ った。

私 たちは彼に， サ ララに あ る大 きな樹 木 を見 るため にア メ

リカか ら来 たこ とを告 げ た。そ れは，私 た ちが 持 って いる

古代 の書 物 に， あ るセム族 の家族 が， 多分 この木 を材料 に

した もの と思 われ るが，船 を造 ってア メ リカに渡 った こ と，

そ してその子孫 がア メ リカ ・イ ンデ ィア ンにな った こ とが

記 されて いるため であ る と， 入国 した いわけ を説 明 した。

情 報相 は非常 に驚 いた様子 であ った。

「サ ララは私 の ふ るさ とで大 きな木が あ りますが
， そん

な話 は聞 いた こ とが あ りませ んね え。」 彼 は，マ ス カッ ト

に あ る合衆 国大使館 か ら紹 介状 を もらって くれば， 戦闘地

区 に入 る通行 許可証 を発行 し よう と言 って くれ た。それ で

私 たちは紹 介状 を もらって きた。 しか し状 態が悪化 してい

た ため，飛 行機 で行 って1日 だけ滞 在 し， 翌 日に帰 って く

る ように告 げ られ た。サ ララに24時 間 しか 滞在 で きな いこ

とで， 当然の こ となが ら私 たちは 内心 が っか りしたが， し

か しその通告 に気 げ ん よ く同意 した。後 でわか った こ とだ

が， 私 たちがマ ス カ ッ トに到 着す る前 日に反乱 軍の指揮官

が オーマ ンの君 主に降 服 し，13年 間に わた る敵対 関係 に終
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旧香料街道

アルザ トの泉

カ ラ山脈 はサ ララ を

弓形に囲 む

エジプ トいち じくの大木の

群生地

カ ラ山脈 は一面草 で

覆 われている

ラ ス ・ア ル ・ヒ マ ル

887メ ー トル

現奪雪
.村∩

アラ ビア海

サララ付近の

古代の廃虚

砂浜

海岸地帯 は水 があれば非常に肥

沃 であ り，最 も幅 の広い地点で

山 と海の問は12キ ロである。
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図8

オー マ ン， サ ララ(バ ウ ンテ フル とみ な され る)

止符が打 たれ たの だっ た。 この よ うに して， オー マ ンに到

着 した2日 後 に， 情報 相 は戦闘地 区 に入 る許 可証 を快 く発

行 して くれた。

「私 たちは…… 海辺 に着 いて… …非常 に よ ろこび
」 とニ

ー ファイは記 してい る
。 さ らに 「果実 と野蜜 が豊 にあ る」

ことで，この地 はバ ウンテ フル と名 づ け られ た。「しか もこ

れ らのすべ て は私 た ちが亡 びぬ よ うに主 が備 えた もうたの

であ った。私 た ちは ここ で海 を見 てそ の名 をイ リア ン トム

と名づ け た。 これ を解 けば 多 くの 水 とい う意味 で あ る。

私 た ちは， 天 幕 を海 辺 の近 くに 張 った」(1ニ ー フ ァ イ

17：5-6)と 言 って い る。

ニー ファイはバ ウ ンテフ ルに着 いて喜 んだが
，私 た ち も

サ ララに行 けた こ とを喜 ん だ。合衆 国 を発つ前 に行 な った

調査 で，私 た ちは， ここが2，200キ ロ に及ぶ半 島 の南 側 の

沿岸で木が 成育 す るに十分 な湿度 のあ る唯 一 の場所， 正 に

ニーフ ァイの記事 に出 て くる古 代の バ ウ ンテ フルの地 であ

る と紬 論 していた(図8参 照)。 この時 ほ ど昔 の物語 の情景

が生 き生 き と私た ちの心 に浮か ん で きたこ とはなか った。

私 たちは海岸 を歩 きなが ら，ニ ー フ ァイは ここで兄 た ちに，

旧約聖 書に 出て くる， イス ラエ ル の子 らをエ ジプ トか ら導

き出 した奇跡 につ い て説明 した のだ と考 えた。 またニー フ

ァイは， モーセ の民 と同 じように主が奇 跡 を行 なって一行

を海 を越 えて約束 の地へ 導か れ る こ とを信 じて いた。 そ し

て この海辺 でそ の証 をした もの と思 われ る(1ニ ー ファ イ

17：23-32，49-51)。

古 代 の香料 街道 は砂 と砂 利の平 原の 中 を通 って， カラ山

脈 の北側 に達 し， 弓形 をしたサ ララ の海岸 沿いの平 地に至

る。 この平地 は最 も幅 の広 い所 で12キ ・ロで ある。 カ ラ山脈

が この小 さな平地 を囲 む よ うに そび えてい る。 そ して 山々

の南側 の坂 は季節風 が もた らす雨 で草木 に覆 われて い る。

しか もこの季 節風 はア ラ ビア半 島の南 岸 の中で もここに だ

け上 陸す るの で ある。

何 本か の ワ ジが この海 岸沿 い の平 地 に注 いで いる。一行

が2，3年 定 着 して食糧 を貯 え，船 を造 ったのは， 大 きな

泉 のあ るエ イン ・アルザ トであ った と思 われ る。 リー ハ イ

が この泉 を選 んで いれば， 泉 の水 を灌概 して作 物 を育 て て

いた こ とだ ろ う。ニ ー フ ァイはは っ き り 「多 くの木 の実」

と 「種 子」 を食糧 の 中に あげ てい るが，一 行 は これ らの も

の をバ ウ ンテ フル で入手 した に違 いな い(1ニ ー フ ァイ18：

6)。
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当然の こ となが ら， もしサ ララがバ ウ ンテフル であ る と

す る私 た ちの結論 が正 しけ れば， そ こに いたのは リーハ イ

の一行 だ けでは なか ったはず で ある。 こ こは乳 香 の木が生

育す る香料街 道 の終着 点 であ る。 従 って ここには農 夫や 商

人が お り，宿 屋 があ って， 商 いや その他 の活動 が行 なわ れ

ていた こ とだ ろ う。街道 を旅 した商人 の外 に船 員 がお り，

船 もあ ったで あろ う。 とい うの は， サ ラ ラは港で もあった

か らであ る。船 が西か ら北か ら， また東 か ら， さ らにユ ダ

ヤか ら も， この小 さい港 に盛 ん に来て い た と思 われ る。

乳 香の 木の生育 す る広 大 な原野 は，水 の豊 か なカ ラ山脈

の南 側 の傾 斜地 では な く，北 側 に広が って いた。 サ ララの

海岸線の平 地 では ワジか ら水が得 られ る所 では どこで も青

々 と草木が 茂 って い るが， それ以 外 の所 は不 毛で あ る。 山

の傾 斜地 は全 面腰 までの高 さの草 と大 きなエ ジプ トいち じ

くの木立 で覆 われて いた。 ライフル銃 を背 負 った私 たちの

ガ イ ドの話に よ る と， 雨期 に は谷は霧 に 包 まれ， 雨が 降 る

ので，草 木は豊 か に繁 茂 し， 熱 帯的 な観 を呈 す る と言 う。

丘陵地帯 に咲 く野性 の花 に同 じ く野性 の蜜 蜂が群 が る。蜜

蜂の巣が 樹木 の うろの 中に幾つ もあ るの が見 られ た。

「ペ リプ ラス」 の著者 の言葉 か ら， ドホ ファルの 気候 が

過去2千 年 間あ ま り変化 してい ない ことが 確認 で きる。「乳

香 の国(ド ホフ ァル)は 山地 で あ り，厚 い雲 と霧 に包 まれ

て人 を寄せ つけ ない。 そして木 か ら乳 香 が とれ る。」(丁 舵

Pe吻 伽 「ペ リプ ラス」p.33)私 た ち よ り前 に ここに来 た探

検家 も， 同 じよ うな情景 を 目に して いる。1920年 に 来 たバ

ー トラム ・トマ スは， 「木 々が うっそ うと生 い茂 るワ ジ」 の

こ とを書 いて い る(ル α伽Fe傭 「ア ラビアの フ ェ リック

ス」p.100)ま た ， ウ ィル フ レ ッ ド ・セ シガー も， 「うっ そ

うと茂 った木 々…… 丘陵地 帯に は，英 国 の公園 のか しの木

の よ うに大 きな いち じ くの木が 風に そ よ ぐ草の 間に そび え

て いる」(セ シガー，p.47)と 描 写 してい る。

私 た ちは セ シガー が い ち じ くの 木 と書 いて いた ので頭 を

ひね った。 とい うのは， い ち じ くの木 は比較 的小 さ く， ま

た非常 に軟 らか いの で， 船 を造 るの に適 してい ないか らで

ある。 しか し実 際に丘 陵地帯 を歩い てみて， この 木が普 通

のい ち じくで はな くエ ジプ トい ち じくで， おい しい実 のな

る木で あ るこ と， そ して堅 い木材 が とれ る こ とが わか った。

木の 中にあ る もの は非常 に大 き く，私 た ちが両腕 をまわ し

て も届か なか っ た。 しか もほ とん どの木 も高 さが15メ ー ト

ル以上 あ った。 この木 は非 常 に弾力性 が あ り， 海水 に対 し

て も丈夫 であ って， そ の上 ほ とん ど節が なか った。 エ ジプ

トいち じくは今 日で も船 の建材 と して使 われ て いる 。
"b
.も しサ ラ ラが 本当に バ ウ ンテ フルで あれば， ニー フ ァイ

はそ こをバ ウ ンテ フル と呼 んだ のは肥沃 な ため であ る と告

'げ て いるが
， これは決 して誇張 では ない。水 が あ りさえす

れば生命 の息吹 きが感 じられ る所で あ り， こ こにい る農 夫

は ユ年 に10回 アル フ ァルフ ァを刈 る と言 って いた。私 た ち

は その気に なれば市 が立つ ほ どの果物 が な って い るの を見

た。 レモ ン， ライム果， オ レンジ，ナ ツメヤ シ， い ち じ く，

メロン， それに た くさんの野性 の花 が あった 。 白の ジ ャス

ミンが木か ら花輪 の よ うに さが って いた。 そ よ風 の中に花
は

の 香 りが した。 そ して牛が 山で草 を食ん でいた。 よ く灌概

されて いる所 では，草 が私 た ちの背 丈 よ り高 く伸 びて いた。

この地が バ ウ ンテフル であ る とす るな らば， もうひ とつ

の事 柄が満 たされ なければ な らな い。 それ は，兄 た ちが ニ

ー フ ァイ を 「海の深 みに」 投 げ込 もう とした崖 であ る(1

ニ ー ファイ17：48)。 こ れは砂 浜 ではお よそで きない こ とで

あ る。東 の海岸 は 目の届 く限 りな だ らか な曲線 を描 いてい

る。 しか し， 西 に 目を転 じる と，サ ララの砂浜 は急 に とぎ

れて， 海面か ら30メ ー トル もそび え る急 な崖 に変わ る。私

た ちは容 易 な道 を登 って崖 の上 に立 った。す る と砲座 の据

え られ た要 さいが そ こにあ った。 波が 激 し く岸 を洗 ってい

るの を眼下 に見 た私 たちは， 思 わず あ とず さ りした もので

あ る。 この とき，私 たちの心 に， ニー フ ァイが 兄 たちか ら

海 に投 げ込 まれ そ うにな ったの は ここでは ないだ ろ っか，

あ るいは近 くの よ く似 た崖 か らでは ないだ ろ うか， とい う

声が轟 きわた った。

種子 や果 物， 野蜜， 崖，船 を造 るのに適 した木 に関す る

問題 は解決 した。 しか し大 きな問題が まだ ひ とつ 残 ってい

た 。そ れは， ニー ファ イは どこへ行 って道具 を造 るため の

鉱石 を見つ け たの だろ うか ， とい う疑 問 であ る。サ ララ を

出なけ れば な らな い時刻 が迫 って いたの で， 山の中 を歩 き

まわ ってい る時間 はなか っ た。 しか し地 元の 人に聞 くと，

近 くに鉄 鉱石 の 山があ る とのこ とであ った。ニ ーフ ァイの

時 代 に，近 くに何 もなか った と して も，10日 の道の りを旅

してヤ バル ・アル ・ア クダル まで行 け ば鉱石 を入手す るこ

とが で きたで あろ う。 しか しニー フ ァイは，す で に採 鉱 し

て いる鉱 山に行か ず に， 主 に導か れ る ままに 自分 で見つけ

た もの と思 われ る。 とい うのは，2つ の石 を打 ち合 わせ て

火 をお こ し， また動物 の皮 でふ い ごを作 らなけれ ばな らな

か った と言 ってい るか らであ る(1ニ ー ファ イ17：10-11)。

も しこの地 の 人々がす で に鉄工 の技術 を知 って いた とす れ

ば， ニー フ ァイは その よ うな道具 を工 夫 して作 る必要 はな

か った はずで あ る。私 たちはニ ー フ ァイが 何年 も前に通 っ

て きた海 岸沿 いの村や 鉄工 業 の盛 んなア カバ で何 を学 んだ

の だ ろ うか と推 測 した。 ニー フ ァイ と同時代の 人に鉄工 の

技術が知 られ て いた こ とは疑 問の余 地が ない。 イザヤ書54

章16節 は ， 鍛 冶が炭 火 をお こ して鉄鉱 石か ら鋼 鉄 を作 る様

子 を描 写 して いる。ア ダム の孫の トバ ル カインは最初 の金

属 細工 人 であ って， この世 の歴 史の幕 開けの 時代 の 人で あ

る(創 世4：22)。 モ ルモ ン経 の 中でア メ リカのニー フ ァイ

人が鉄 と鋼 を使 って いた こ とを示 す箇 所が6つ あ る(IIニ

ー フ ァイ5：15;ジ ェ ロム8;モ ー サ ヤ11：3 ，8;イ テ

ル7：9，10：23)。 ニ ー フ ァイは 当然 この有 益 な技術 を子

供や 孫 に伝 えた こ とだ ろ う。

私 たちは しば ら くの間， ニー フ ァイが造 っ た船 を想像 し，

空 想に ふけ った。近代 的 な工法 に慣 れて い る私 た ちは，先

代 の知 識 を次 々受 け継 いで今 日に至 って い る技術 を海岸 で

見て，一 度 な らず 驚嘆 した もので あ る。サ ウジア ラビアの

ヤ ンブで船 を造 ってい るひ とりの 人に， 設計 図は どこにあ
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るの ですか と聞 くと，そ の人は頭 を指 さ して ここにあ る，

と答 えた。 この人 の頭 の 中には詳 しい設計 図が書 いてあ っ

て，今造 ってい る船 の大 きさは よ くわか っていた し， 書か

れ た図面 をその都 度見 な くて も， 肋材 を竜骨 に固定 し， 厚

板 を肋材 に合 わせ るこ とも楽 々 とできたの であっ た。

ジ ッダ とサ ララの造船所 を訪 れて，私 た ちは造船技術 に

2つ の型が あ るこ とを知 った。 いずれ もまず竜 骨 をす え，

肋 材 を竜骨 に固定す る。肋 材は必要 な角度 の ある木の大枝

で作 って いる。そ して板 材 は釘 で打 ちつ け るか， 縫 い合 わ

せ るか の いず れかの方 法 で骨組 に 固定 す る。最初 の工法 で

は， まず鉄 製 の き り先 のっ いた手動 の き りで，板材 と肋材

に 穴をあけ る。次 に大 釘の頭 の下の本体 の部 分 に油 を塗 っ

た麻 を巻 きつけ， これ を穴の 中に打 ち込む 。そ して大釘 の

先端は 内側 で折 り曲げ て固定 させ る。

「縫合」工 法 では
， 相接 す る板 材 に穴 を連 続 して 開け，

麻 ひ もできつ く縛 り， 防水 処理 を施 す 。板 材 を肋材 に固定

す るの も同 じ方法 であ る。 この造船 法が イエー メン とオー

マ ンでだけ用 い られ て いた こと と， この工 法 の起源が 明 ら

か に古代 に さか のぼ る こ とを知 って私 たちは興 味 を覚 えた。

釘 を使 う工 法 はサ ウジア ラ ビアのヤ ンブ とジ ッダで痢 い ら

れ ていた。

もちろんニー ファイは 人の方法 では な く，「主が 教 えた も

うた方法 で」船 を造 った(1ニ ー ファイ18：2)。 しか し古

代の造船 技術 を調べ た結果 ，ニ ー ファ イが 当時 の技術 に通

じていた として決 して おか しくは ない。あ るい はそれ らに

通 じて いた こ とが十分 に考 え られ る。ニー フ ァイが船 を造

った地方 では，造船 技術が よ く知 られてい た し，実 際， ニ

ー ファイの船 は 人の方法 に よる もの ではなか ったが
， 彼 が

当時の 人々に知 られて いた方法や 型， 外観 を幾つ も取 り入

れてい たこ とは十分 あ り得 るこ とで ある。

ニー ファイは 自分 で木 を切 って ら くだの 力で砂 浜へ 運 ん

だか も しれ ない し， あ るいは製材 され た木材 を地元 の人か

ら買 ったか もしれ ない。彼 は どの ように して木 材 を手 に 入

れたか告 げては いないが， 完成 した船 の出来栄 えは よ く，

「手 ぎわが非 常 に立 派」 であ った
， と語 ってい る(1ニ ー

フ ァイ18：4)。

船 出 した時には リーハ イの移民 団の 人数 は，子 供 の数 も

含めて，少 な くと も49人 はいた と推 定 され る。 内訳 は大 人

17人 と子供32人 である。7組 の夫婦 に8年 の間 に平均4人

子 供が生 まれた と して推計 し， リーハ イ とサ ラ イア に生 ま

れた も うふ た りの 息子(ヨ セブ とヤ コブ)， さ らに イシ メル

のふた りの息子 が エルサ レム を出 る前 に も うけて いた子 供

た ちを加 えた もの であ る(1ニ ー フ ァイ7：6)。 も ちろん

これ以上の子供 を もうけ てい たこ とも考 え られ る。 そ うす

る と，一行 の人数 は65人 前 後に達 していたか もしれ ない。

この 人数 の一 行 を乗せ るには，船 は少 な くとも18メ ー トル

の長 さが なけれ ばな らない と計算 した。私 たちは この大 き

さの船が， 私 たちの訪れ た造船所 で，機械 の力 に よ らず ，

図面 な しに何隻 も造 られ るの を見た。船 には， 人だ けで な

く，一行 に必要 な果物， 肉，蜂密， 種子 ，天幕， 個 人の持
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ち物 まで も積 まな け れば な らなか った(1ニ ー フ ァイ18：

6)。18メ ー トル の船 は決 して大 き くはない。今 日イン ド洋

や 紅海 を航行 して いる帆船 の 多 くは，全 くの手製 で，長 さ

50数 メー トル に及ぶ。 兄夫婦 た ちが船 の上 で 浮か れ騒 ぎ，

は め をは ず して歌 い踊 った と書 かれて い る ところか らす る

とニー フ ァイ の船 に は広 い 甲板 が あ ったはず であ る。(1二.

一 ファイ18：9)
。船 が肋 材 と板材 だけか らで きて いれ ば踊

るこ とは で きなか ったであ ろ う。 ニー フ ァイの船 に はおそ
曳"

ら く帆 と舵 ， あ るいは何 らか の操舵装 置 がつ いてい た もの

と思 われ る。 とい うのは，ニーフ ァ イは 「船 の柁 を とって」

と言 って いるか らであ る。(1ニ ー フ ァイ18：22)

18メ ー トル の船 を造 るのに何 日か か るか船大工 に聞 いて

み た ところ， 彼の造船 所 では，35人 で働 いて45日 で で きる，

つ ま りひ とりで働 く場 合1，575日 か か る とい うこ とであ っ

た。ニ ー ファイは初 めか ら終 りまでで ないに しろ， リー ハ

イの移 民団の 中の8人 の 男手 を使 うこ とがで きたで あろ う。

さ らに何 人か の子供 も手伝 うこ とが で きた と思 われ る。特

に イシメルの結婚 して いた息子 た ちの子供 は10代 に入 って

いたに違 いな い。皆 で協 力す れば，約197 .日で この大 きさ

の船 を造 るこ とが で きたであ ろ う。 もちろん船 が もっ と大

きけれ ば， さ らに長 い時 間 を要 したであ ろ う。 これは十分

あ り得 た ことであ る。安 息 日やユ ダヤ 教 の祭 日に は働 か な

か った であ ろ うし， また皆 の助 け を得 られ る よ うにな る ま

で， ニー フ ァイは ひ と りで働 か なけれ ば な らなか った。 こ

の ように見て くる と， 船 を造 るのに少な くとも10カ 月か ら

1年 かか った こ とが容 易 にわか る。病 気や 家族 の用事 ，猟 ，

耕 作， 収穫 等の ため， 全員 が いつ もの建 造 にかか りっ き り

であ っ たわけ では ない。 この こ とを考 慮に 入れ る と，船 を

造 るのに要 した時 間 は1年 以上 と見 た方 が妥 当で あろ う。 ・

さ らにニー フ ァイは鉄 を溶か し， 道具 を作 らなけれ ばな ら

な い上 に， 多分 自分 で木材 を切 り， 形 を整 えなけれ ばな ら

なか った であ ろ うか ら，船 を造 る とい う大事業 は2年 以上

に及 んだに違 い ない。

エ ルサ レム では生 まれ育 った と思 わ れ るニー フ ァイに と

って， これ ほ ど多 くの 人 を乗せ て長 い航 海の で きる船 を造

る こ とは，正 に奇跡 であ った。ニー フ ァイの 国は ソロモ ン

の時代 に海軍 を所 有 してい たが，経験 豊か な船 乗 りを提供

したの は ツロの ヒ ラム であ った(列 王上9：26-27)。 土 師

記5章17節 は ダ ン とア セル の部 族が 海に 出て行 った こ とを

記 してい るが， フェニ キヤ 人 とペ リシ テ人が沿岸地 方 の大

部 分 を 占拠 してい たの で， ヘ ブル 人は航海 の経験 をす る機

会 が ほ とん どなか った。ユ ダの王 ヨシ ャパ テが ソ ロモ ンの

没後70年 に アカバ で造 船業 を再興 しよう と試み たが ，船 は

航 海に 出 る前 に難破 した(歴 代 下20：35-36;列 王 上22：

48-49)。 そ の ため，ヘ ブル 人は 海の こ とを学 ぶ機会 にあ ま

り恵 まれ なか った。

夏の 間カ ラ山脈に命 の源 であ る湿 気 をもた らす季 節風が，

同 時にサ ラ ラに交易 の道 を与 えてい るこ とを， 私 たちはサ

ラ ラに いる間 に確 認 した。 海運 の記 録が は っ き り示す よ う

に，10月 か ら5月 にか けて貿 易風 は北東 か ら吹 き，6月 か
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6月 か ら9月 にか けて，南 西 の季 節風 が

湿 っ た空気 を運 び，嵐 を引 き起 こす

命 卜

/

図9古 代 のア ラビア人の航 路 と推測 される

ニー ファイの航路

季 節 風(紀 元6世 紀 には， マ ウ スル 王 の指 示 の下 に， ア ラ ビア船 は季 節 風 にの って ， イ ラ クの

バ ス ラ を発 ち， イ ン ド洋 を越 えて マ ラ ッカ海 峡 を経 由 し， 中国 の広 東 まで120日 間 の航

海 を した。 そ のた め， 西 風 の吹 き始 め る6月 にバ ス ラ を出 港 した 。バ ウ ンテ フル か らア

メ リカ までの ニ ー フ ァイ の航 路 は， バ ス ラー 広 東 間 の3倍 に 当た る。従 って ，航 海 日数

は1年 ほ どか か っ た と思 われ る。)

ら9月 にかけては南西か ら吹 く(図9参 照)。

アラビア南部の沿岸では， リーハイが来 る何世紀 も前か

ら船が使われていた。アラビア人が沿岸を何百キロも探検

していたことは，疑問をはさむ余地がない。 しか し最初に

公海に出か けて行った人の記録は，紀元1世 紀以降まで待

たなければな らない。紀元1世 紀に入って， ローマの航海

者ヒパルスはア ラブの方か ら季節風が吹 くことを知 って，

紅海か ら公海に出てイン ドに至る新 しい交易航路 を開いた。
噺㍉

この発 見 を人々は大 いに喜 び， この地 の 人々は早 速ア ラ ビ

アの沿 岸沿 いの航 海 ，あ るいは ホルムズ海峡 を越 え，イン ド
'洋 の航海

， ハ ドラマ ウ ト沿 いの航 海， あ るいは紅海 を北 上

した り，凍 ア フ リカ沿岸 を南下 した りな ど，様 々な航海 に

この一定 方向 に吹 く季 節風 を利用 した。(Gんo訂8碗p5「 幽

霊船 」p.26。0観 αη`ηCoZo解 「色 彩豊 かな オーマ ン」英 国

情報旅行 省， オーマ ンサ ル タン領 につ いて，1974年 ，pjv

参 照)

紀 元6世 紀 には， ア ラブ の実業 家 たちは 帆船 でア ラビア

半 島か ら中国 まで航 海 して い た。 ア ラブの船 は季 節 風 に乗

って イン ドの マ ラバ ル海 岸 まで行 き， そ こか らセ イ ロンに

渡 って(6月 か ら9月 にか けて吹 く)夏 の季節 風 を捕 らえ

る。 そ して航 行の容 易 で ないベ ン ガル 湾 を横切 って， ニ コ

バ ル諸 島 を経 由 し， マ ラ ッカ海峡 を通 って南 シナ海 に達 す

る(図9参 照)。 そ して こ こか ら中国の 主要 な交 易 中継地 で

あ る広 東 まで 冒険 を伴 う30日 間の急 ぎの旅 を したの であ っ

た。ア ラ ビア 半島か ら中国 まで は どこへ も立 ち寄 らず に航

海 す れば約120日 で 行 けたが， 途 中食糧 を補給す るため に

何 カ所 か寄 って行 けば6カ 月かか った。(ナ ンシー ・ジェ ン

キ ンス"Tん θCん 珈αTγαdθ"、4rα魏coWbγ 藏 ル1α9α2珈θr中

国 貿 易』 「ア ラム コ世 界 誌」1975年7-8月 号 ，26：24，

26-27)

マ ラ ッカ海 峡 を出た帆船 は風 に吹 かれ て完全 に コー ス を

はずれ，太平洋 で航 路 を失 って しま うこ と もあ った。「中国
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人は(太 平 洋で迷 っ た)軽 率 な船貝 は世 界の大 洋の排 水孔

に吸 い込 まれて しまい この世 か ら消 え去 る と信 じて いた。」

(「中国貿 易」p.27)

これ らの記録 はいず れ も リーハ イがア ラビア を発 ってか

ら少 な くとも500年 後 に書か れ た もの であ る。 しか し主 の

霊感 を受 けたニー フ ァイが大 海 に押 し出 され， その5世 紀

後 までだれ も通 らなか っ た と思わ れ るコー スを通 るこ とが

で きたの は，沿岸 の海運 と季 節風 のお陰 であ ったか もしれ

ない。ア ラ ビア か ら中国へ行 くの に後世 の船 乗 りが120日

を要 したので あれば， ニー フ ァイが そ の3倍 の距離 に及ぶ

ア ラビア か らア メ リカ まで の海 を渡 るには1年 ない し1年

3カ 月か か って いた であ ろ う。 この航 海 は信仰 と勇 気 を示

す大 きな証 で あ り， ニー ファ イの船 の 出来栄 え を賛辞 す る

もの で もあ った。そ の背後 には どれほ ど胸 を踊 らせ る物 語

が隠 され てい るこ とだろ うか 。

結 論

サ ラ ラの海岸 に立 った私 た ちは， この地 こそがエ ルサ レ

ムか らバ ウ ンテフル まで旅 した リーハ イの道 の終 着点 であ

る と思 った。ニ ーフ ァイが残 した記録 の 中に何 の矛 盾 も，

不合理 な事柄 も発 見 されなか った。地理 や歴 史の本 を研究

して， この古 代 の予 言者 の 言葉 と矛盾 す る事柄 に 出会 うこ

と もなか った。 む しろ逆 に，数 多 くの 資料が ニー フ ァイの

物語 を確 証 して お り，実 際 に昔 そ こに存 在 して旅の 困難 を，

経験 した者でな ければ， あ れほ どの驚 くべ き詳 細 な事 柄 を

記す こ とは で きなか った こ とが わか る。 しか もこの 詳細 な

記述 は，2600年 た った今 日で さえ， 私 た ちが 見た もの と矛

盾が ない よ うに思 われ た。

私 た ちの 到達 した結論 は，仮 説 にす ぎな いが(た だ し確

率 は非常 に高い)そ れ を掲 げる と次 の通 りであ る。

1。 リーハ イが紀 元前600年 に 旅 をしたア ラビア半1島は，

人の住 まない荒野 では な く， 多 くの民が 水の乏 しい土地 で

手斧 を使 って船材 を加工 している船大工。ニーファイもこの よ

うな手斧 を使 って船 を造 ったことだろう。(写 真左)

何世紀にもわたってサララで はこの ような縫合法による小舟や

アラビア船が造 られて きた。 しか し，他のアラビアのほとんど

の地域 では，鉄釘が使 われている。(写 真右下)

癬
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ジッダの造船所。 この大 きなアラ ビア船 は木造 で，建造に は一

切 機械 を使 用 しない上に，設計図は船大工の頭 の中に描かれて

いる。 この大 きさの船が， 中国，ザ ンジバル， イン ドへ歴史的

な航海 をした。(写 真右上)



危険 と同居 しなからも何 とか適応して生活 していたのてあ

った。

2.遅 くとも紀元前1500年 には，アラビア海に面 したオー

マンのサ ララて乳香の生産か始 まってお り， その需要か古

代世界て非常に高か ったため，交易の街道か幾つか切 り開

かれていた。人や らくた， それに情報 と富か絶えす往来 し

たのて，アラビア半島か中東の他の世界か ら孤立すること

はなかった。

3.リ ーハイか通 ったと思われる道 とほぼ同 じ道を何千人

もの人かサ ララまで旅 をしていた。古代の文書に記録 され

た彼らの経験や，文書ほどわか りやす くはないか絵文字に

見られる証拠，手て掘 った井戸，今 日まで続いている伝統

か この旅行の容易でなかったことを物語 っている。 リーハ

イの小規模な移民団か無事に旅行できるためには，主の守

りか不可欠の要素 であった。

4.サ ウジアラビアのワジ ・エル ・アファルかレ ミュエル

の谷であって，オーマンのサララかバウンテフルであると

言える，確実な証拠 を発見したと私たちは確信 した。

5，気候 と地勢は リーハイの時代以来ほ とんど変わってい

ない。

6.リ ーハイはアラビア を旅 した何年間か，天幕に住んた

り，水や食物や移動の手段 を捜すに当たって，アラビアの

遊牧民族の生活様式を取 り入れた公算か極めて高い。 ・

7.南 北両アメリカ大陸のインデ ィアンの工芸美術のある

ものは， アラビアのセム系の民族に端 を発していると思わ

れる。さもなけれは，いすれの文化 もその源かひとつてあ

ると思われる。

8.ニ ーファイは南方へ旅す る途中で冶金 と造船 の技術を

見聞 きしたものと思われる。

9.長 年蓄積 されて きたアラビアの民々の記録 と伝統か ら

末 日聖徒か学ふ ことはまたまたた くさんある。

私たちはこの経験 を通 して，これ までにな くモルモン経

の真実性 を強 く感 じた。 また旅の途中主の守 りと導 きかあ

ったことを感 じた。そして今，ジ ョセブ ・ス ミスの大きな

功績 を証する発見か将来あることを，信仰 と期待に胸をふ

くらませなか ら待ち望んている。

サララの湾の西端 にそそ り立つ断崖。ニー ファイの兄たちが彼 を 「海の深 みに」投 げ込 もうとしたのは(1ニ ーファイ17：48)

この断崖の上 からであったと思われる。 リーハイの一行 はこの湾か ら約束 の地へ向かったのであろう。
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改宗をもたらした祈 り

1973年 の12月,あ れ これ悩 ん だ末,私 は 四年 半 の間勤め

て きた会 社 を辞 め るこ とに しま した。新 しい人生 を歩 も う

と決心 したの です。 そ して1974年 の2月,別 の会社 に入社

しま した。 しか し,職 場 を変 え,仕 事 は変わ って も,何 か

心 に満 た され ない もの を感 じて い ました。気晴 らしに,よ

く酒 を飲 みに行 った り,パ チ ンコ屋 に行 った り,マ ンガば

か り読 ん でい ま した。 そ うした毎 日を送 って い るうち,い

つ の頃か らか,私 は心 の中 に,だ れか にこの｢何 か わか ら

ない気持｣を 話 してみ たい,私 の求 めて い る もの を知 りた

い,な ぜ 生 きているのか知 りたい,と 思 うよ うに な りまし

た。4月 .中旬の こ とで した。私 は一 宮の家 か ら名 古屋 にあ

る会社 まで,バ ス と電車 で通勤 していた のを やめ て,会 社

の近 くに下宿 す るこ とに しま した。下 宿 した第一 日 目の夜,

必 要 な物 を買 うため,私 は商店街 へ 出かけ て行 き ました。

(こ の商 店街 は以前勤 め てい差会社 のす ぐ近 くに あ ります)

商 店 を見 なが ら歩 いて いた時 で した。 突然,私 の 目の前 に,

大 きな人が,そ れ もア メ リカ人がふ た り立 ったの です。 そ

して私 に話か けて き ま した。私 は驚 きま した。 で も心 を落

ち着け て話 を聞 きま した 。彼 らの言 った こ とは その時 あ ま

り理解 で きませ ん で したが,ふ たつ のこ とだけは よ く覚 え

てい ます 。 ジ ョセ ブ･ス ミス とい う人につ いて聞 いた こ と

と,教 会 の場所 は今住 ん でい る所 か らあ ま り遠 くない とい

っこ とで した 。私 は不 思議 な 出会 いだ な と思 い ま した。 と

い うの は,こ の場 所 は,今 まで何年 間 も毎 日の よ う
.に通 っ

た所 で,し か もこの 日が名古 屋 に住む こ とに な った第一 日

月 だ ったか らです。 そ して私 は何 か を捜 し求め て いたか ら

です。ふ た りの外 人が だ れであ るかは,チ ラシ をいただ い

た時に初 めて わか りました。末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教

会 と書 いてあ ったか らです。 でも,そ の時は もう教会 に行

く約束 を して い ました。 とにか く,こ の ように して宣 教師

に会 った私 は,約 束 の時間 に教会 を訪 問 しま した。｢彼 らは

私 の知 らない もの を知 っ てい る｣と 思 ったか らです。 レ ッ

スンは とて も興 味深 い もの で した。 ジョセブ･ス ミス とい

う少年 が,神 と御子 イエ スにお会 い した時 の話 は,私 の心

を捕 えま した。しか し,私 の心 の 中には,｢こ れ は本当 にあ

った出来事 だ ろ うか｣と い う疑 い あ気 持 もあ りま した。 私

はモルモ ン経 を紹 介 され,祈 りにつ いての 説明 を聞 きま し

た。そ してその後,宣 教 師か ら｢小 垂 兄弟,お 祈 りして下

さい ませ んか｣と 言わ れた時,私 は宣 教師 の言 う通 り,祈

ってみ るこ とに しました。 しか し祈 り始 め る とす ぐ,心 臓

が どきど きして,何 を言 って いるのか わか らな くなって し

まい ました。 で も,こ の経 験か ら,私 は祈 り･を通 して疑問

日本東京伝道部
専任宣教師

小 垂 誠 二

を解決 す るこ とを知 ったのです 。

改宗 を もた らす きっか け とな った最 初 の出来事 は,モ ル

モ ン経 の第3ニ ー フ ァイ第11章 を読 んだ時 です。･宣教師か

ら2度 目の レ ッスン を受 けた時,私 はモ ロナ イの約 束 を試

した けれ ど も祈 りの答 えが なか った と話 し ました。 その時

の宣教 師の言葉 を私 は決 して忘 れ るこ とが でき ませ ん。宣

教 師 は こう言 い ま した。｢小 垂 兄弟,私 に約束 して下 さい。

朝15分 早 く起 きて,身 支度 をし,お 祈 りを して,そ れか ら ー

モル モン経 を1章 だけで もいら ですか らゆ っ くり読 んで下

さい。 そ して,読 ん だ出来事 が 本当 にあ った こ とか どうか,･

天 父 に尋 ねて下 さいませんか 。｣私 は宣教 師 と約 束 し ました。

そ して次 の 日の 朝,い つ も よ り30分 早 く起 きて身支度 を し

た律･会 社に行 くまでの30分 間,私 は 第3ニ ー フ ァイ第11

章 をゆ っ く り,深 く考 えなが ら読 み ま した。私 の心 は燃 え

るよ うな感 激 で一杯 で した。 私は宣 教師 に言 われた通 り天

父に尋ね ま した。熱 い,確 か に熱 い祈 りは答 え られ ました。

モルモ シ経 の 中の出来事 は確 か に真 実だ 。私は祈 りを通 し,

て 確信 を得 たの です。次 の レ ッスンが待 ち遠 し くてた ま り

ませ ん で した。宣 教師 に,祈 りが答 え られた こ とを告 げ た

か ったの です 。次 の レ ッス ンは｢人 生 の 目的｣で した。 レ

ッス ンはみ だ まに満 ちあふれ,私 の心 は平安 な,温 か い気

持 で満た され ま した。 そ して,こ の 日,私 は求 め ていた も

の を見 出 したの です。 人生 の 目的 を知 ったの です。私 は真

実 だ と思 い ました。疑 うこ とが で きませ んで した。

あの時か らも う3年 冷 ち ま した。今私 は主 の僕 と して,

東 京伝 道部 に召 されてい ます。｢私 を導い て くれた宣教 師の

よっにな りたい｣と い う気持 が,あ の 日以来 いつ も私 の心

を離れ なか ったの です 。『

次 の改 宗 を もた らした祈 りは,伝 道 に出てか らです%伝

道 に 出て2カ 月 目 ぐらいの 時 で した。 ち ょうどモル モン経

の中の イ ノスの よ うに,心 が飢 えるの を覚 えた私 は,ひ と

り暗 い部屋 に行 き,ひ ざまず いて,心 の願 い をか な え,私

の罪 を赦 して下 さるよ うに主 に祈 り求め たの です 。 どれ位

祈 って いたか は分 か りませ ん。祈 ってい る問,恐 ろしい気

持 を感 じましたが,心 は いつ も温か で した。 私は心 の 中に

｢罪 を赦 します
。もう して はいけ ませ ん。｣と い う声 を聞 き一

･ま した
。私 は,涙 が 出て くるの を,止 め るこ とが で きませ

ん で した。 どれ ほ ど感謝 をして も,足 りない と思 い まし･た。

私 に とって忘 れ られ ない経験 です。主 は確か に生 きてお ら

れ る,こ の時の私 の証は,今 で も変 わるはず があ りませ ん 。

主は祈 りを聞 き,祈 りに 答え て下 さい ました。伝 道 中,様

々 な経験 を しま したが,い つ も,こ の 時の証 に支 え られて
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年の9月19日 の夕方,私 たち家族はふた昨
りの宣教師の訪問 を受けました。そして,

彼らが上手 な日本語を話すのに心を引かれて,

私たちは宣教師をわが家に招 き入れました。

以来,ほ とんど毎週 日曜 日の夕方,宣 教師

に来ていただき,教 会の教 えについて学ぶよ

うにな りました。

けれども,彼 らと話 をす る際に,大 きな障

害 となる事柄がふたつあ りました。ひとつは,

私が鈴木家の長男で,代 々続いた寺の墓地 を

守らなければならない仏教徒であ るという意

識。それに,知 恵の言葉の教えを守ることが

不可能に思われたことです。

今考 えると恐ろしいことですが,当 時,私

は毎 日ビールをユ～2本,タ バ コを40～50本

口にしていました。

しか も最初の頃は,ビ ールを飲み,タ バコ

を吸いなが ら宣教師か らレッスンを受けてい

ました。 しか ししばらく後には,宣 教師のい

る間だけ,タ バ コやアルコール を控 えるよう

にな りました。'

また私 たちは時々,何 か と口実 をつ くって

宣教師のレッスンを断わり,日 曜 日の夕方を

家族だけで過 ごしました。けれ どもそうする

と,な ぜか さび しさを感 じるので した。また

前に述べたふたつの障害のために,彼 らに会

うことを苦痛に感 じなが ら,い ざ会 ってしば

らく話をす ると,彼 らの帰った後のわが家に

は必ず,と てもさわやかな空気がみなぎるの

でした。それは何 とも不思議 でした。

そうした間に,わ が家を訪れる宣教師が転

勤のために何人もかわ りました。しか しその

たびに,私 たちは少しずつ成長 しました。

まず,仏 教徒 という口実の下に頑 固に祈 り

を拒んできた私 たちですが,次 第に祈 りに参

加するようにな り,つ いには自分で祈るよう

にさえなったのです。さらに,知 恵の言葉の
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教えも少 しずつ理解 できるようになって,そ

れまでたしなんできた ものを減 らすようにな

りました。

そして今年,5月 中旬のある日のこと,い

つ ものようにわが家に来 られた宣教師か ら,

突然｢お ふた りのバプテスマを6月25日 に予

定 しているので準備 して下 さい｣と 言われま

した。､そのチャレンジに｢は い,準 備 します｣

と答えた後で,｢さ あ,大 変なことになった｣

とふた りで頭を抱え込んだ ものでした。

この 日まで教会に入る気持ちはほ とんどな

かったのですが,奇 しくもバプテスマの予定

日が亡父の命 日でもあり,そ れ までに接 した

宣教師や教会員の方々の模範 もあって,私 た

ちはこの日を境に,生 まれ変わろうと決意 し

ました。

それか らの1カ 月間,私 たちは数々の難問

と取 り組み,多 くのレッスンを消化しました。

酒 とタバコをやめ ることには,ま さに｢清 水･

の舞台か ら飛び降 りる｣程 の重大な決意 を要 一

しましたが,バ プテスマの2週 間前までには

思 った程の抵抗 もな く,本 当にすんな りとや

めることが きました。 また什分の一 を守るの

に も勇気が必要でした。

ところが,い よいよあと数 日でバプテスマ

という時に,こ れ まであまり病気をしたこ と

のない息子の啓史が高熱 を出し,3日 間 も熱

が下が らない という事態が生 じました。けれ

ども,宣 教師 と教会員の方々の献身的な協 力

と祝福 によって,6月25日 の朝にはすっか り

回復し,私 たち夫婦は心身共に完全にバプテス

日本東京ステーキ部 マ を受 ける備えをすることがで きたのでした。

浦和ワー ド部 私たちはここまで導いて下さった多ぐの宣

鈴 ボ 勲 教師 と教会貝の皆 さんに心か ら感謝を申し述

敏 子 べ たいと思います。神様が確かに生きていら一.

っ しゃって,私 たち家族 を見守 り,正 しい福

音の道へ と導いて下さったことを証致 します。
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